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午後３時００分開会 

 

○教育長 ただいまから本年第２回足立区教育委員会

定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって、

会議は成立いたします。 

  それでは、これより審議に入ります。 

 

────────◇──────── 

 

○教育長 初めに、会議録署名委員の指名をいたしま

す。 

  本日の会議録署名委員に、早川委員、久保田委員

をご指名いたしますので、よろしくお願いします。 

  それでは、日程第１を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１、第６号議案「足立区

立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校

薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正す

る条例の送付について」以上。 

○教育長 第６号議案について、絵野沢学校運営部長

から説明をお願いします。 

  学校運営部長。 

○学校運営部長 恐れ入ります。資料の４ページをお

開きください。第６号議案の説明資料になっており

ます。件名、所管部課名は記載のとおりでございま

す。 

  今回対象となる条例については、小中学校の学校

医、学校歯科医及び学校薬剤師の方の公務災害の補

償に関する条例になっておりまして、この条例の中

に休業補償についての規定をさせていただいており

ます。規定の中に、休業補償の対象外となる場合が

列挙されておりまして、この中の１つが、刑法上の

刑事施設等に拘禁されている場合と、婦人補導院に

収容されている場合とあります。 

  先に、２番の「改正の理由」の米印のところに、

婦人補導院について書かせていただいておりますが、

売春防止法第第１７条に基づいて、補導処分がされ

た場合の女子を収容する施設という規定されており

まして、現在昭島市に１か所あるのみとなっており

ます。 

  今回、困難な問題を抱える女性の支援に関する法

律、いわゆる困難女性支援法が制定されまして、こ

の施行の中で売春防止法中の補導処分という規定が

削除されたという経過がございます。これに伴い、

この婦人補導院という収容施設についても廃止とな

るますので、今回、条例のほうの改正をさせていた

だきたいというような案件になっております。 

  主な改正内容といたしましては、第７条の第２項

に先ほどご案内した主要施設と婦人補導院が１号、

２号で列挙しておりますが、婦人補導院のほうを削

除した上で、１号の記載については本文の中に入れ

込むということで改正をさせていただければと思っ

ております。 

  施行については、令和６年４月１日を予定してお

ります。 

  また、本条例の案が可決された後、条例施行規則

がございますので、そちらのほうの改正も進めてい

きたいと思っております。 

  説明は以上です。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第６号議案について、ご意

見、ご質問がありましたら委員のご発言をお願いし

ます。何かございますでしょうか。 

  ないようでございますので、これより第６号議案

「足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医

及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部

を改正する条例の送付について」を採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を

求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり議決することにい

たします。 

  次に、日程第２を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 
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○教育政策担当係長 日程第２、第７号議案「『令和

５年度足立区一般会計第９号補正予算（案）』に関

する教育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第７号議案について、岩松教育指導部長か

ら説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります、資料の８ページをお

開きください。第７号議案の説明資料になっていま

す。「令和５年度足立区一般会計第９号補正予算

（案）」、こちらの作成に当たりまして、足立区長

より意見を求められているものでございます。詳細

は９ページ以降になりますが、９ページ、歳入につ

いては、太枠の部分の一番最後になります。マイナ

ス１０億円余、歳出は、次のページ、１０ページで

ございます。太枠の一番下、歳出合計３３億円余と

なっております。８ページにお戻りいただきまして、

この中には、児童・生徒のタブレットの更新、それ

から維持するための保守経費など、多額な経費がか

かることを踏まえまして、財源確保のために、今回、

新たな基金をつくりまして、そこにお金を積み立て

るというような予算も入ってございます。そのため、

教育委員会としては異議ないものといたしたいと思

っております。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第７号議案について、ご意

見、ご質問がありましたら委員のご発言をお願いい

たします。何かご質問はありますか。よろしいです

か。 

  ないようでございますので、これより第７号議案

「『令和５年度足立区一般会計第９号補正予算（案）』

に関する教育委員会の意見について」を採決いたし

ます。本案は、原案のとおり異議なしとして決する

ことに賛成の方の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり異議なしとして決することにいたします。 

  次に、日程第３を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第３、第８号議案「『令和

６年度足立区一般会計当初予算（案）』に関する教

育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第８号議案について、岩松教育指導部長か

ら説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。資料、１４ページを

お開きください。「令和６年度足立区一般会計当初

予算（案）」の作成に当たりまして、こちらも足立

区長より意見を求められているものでございます。 

  内容につきましては、１５ページが歳入になって

おります。また、この太枠の部分一番最後のところ、

教育関係予算の歳入は３０８億円余となっておりま

す。続いて１６ページでございます。歳出の合計に

つきましては８３３億円余となっております。この

歳出予算の中には、学力向上施策をはじめ、学校Ｉ

ＣＴの関連経費、それから給食費の無償化や校舎の

大規模改修、保育、教育施設の管理運営経費などが

入っております。 

  こうした内容を踏まえまして、教育委員会として

は、これに異議がないものといたしたいと思ってお

ります。ご審議をお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第８号議案について、ご意

見、ご質問がありましたら委員のご発言をお願いい

たします。ご質疑は何かありますでしょうか。よろ

しいですか。 

  ないようでございますので、これより第８号議案

「『令和６年度足立区一般会計当初予算（案）』に

関する教育委員会の意見について」を採決いたしま

す。本案は、原案のとおり異議なしとして決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして議

決することにいたします。 

  次の日程第４、第９号議案から、日程第８、第１
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３号議案までは、関連する議案ですので、一括で説

明させていただきます。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第４、第９号議案「『区長

の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を

改正する条例』に関する教育委員会の意見について」、

日程第５、第１０号議案「『足立区住区センター条

例の一部を改正する条例』に関する教育委員会の意

見について」、日程第６、第１１号議案「『足立区

立学童保育室条例の一部を改正する条例』に関する

教育委員会の意見について」、日程第７、第１２号

議案「『足立区民設学童保育室設置促進補助金交付

審査会条例の一部を改正する条例』に関する教育委

員会の意見について」、日程第８、第１３号議案「『足

立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例』に関す

る教育委員会の意見について」以上。 

○教育長 第９号議案から第１３号議案について、岩

松教育指導部長から説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。２０ページをお開き

ください。 

  まず、第９号議案からご説明をさせていただきま

す。「区長の権限に属する事務の委任等に関する条

例の一部を改正に当たりまして、足立区長より意見

を求められているものでございます。 

  項番２の改正理由を御覧ください。こちらは令和

６年度の組織改正に当たりまして、現在、区長部局

で実施している学童保育に関する事務を、地域のち

から推進部から子ども家庭部に移管するものでござ

います。このことによる規定整備になっております。 

  続いて、２５ページをお開きください。第１０号

議案「足立区住区センター条例の一部を改正する条

例」についてですが、改正の理由、項番１を御覧く

ださい。区長の権限に属する事務、こちらは学童保

育業務になりますけれども、令和６年度からは、組

織改正により教育委員会移管ということになってお

ります。条例中にある区長の権限を教育委員会に委

任するための条項の規定になっております。 

  続いて、３９ページをお開きください。第１１号

議案になります。「足立区立学童保育室条例の一部

を改正する条例」の改正につきまして、同じく区長

から意見を求められているものでございます。 

  １番の「改正の理由」を御覧ください。こちらも

同様に区長の権限に属する事務である学童保育業務

について、令和６年度から教育委員会に移管するた

め、、教育委員会に委任するための規定整備となっ

ております。 

  続いて、４６ページをお開きください。１２号議

案になります。こちらは「足立区民設学童保育室設

置促進補助金交付審査会条例の一部を改正する条

例」となっております。こちらも、同じく区長から

意見を求められているものでございます。 

  項番１の「改正の理由」ですが、こちらも区長の

権限に帰属する事務である学童保育業務について、

令和６年度から教育委員会に移管するに当たりまし

て、教育委員会に委任するための規定整備になって

おります。 

  続いて、５４ページ、１３号議案を御覧ください。

「足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例」に

について、こちらも同様に区長から意見を求められ

ているものでございます。 

  １番の「改正の理由」でございます。これまでの

ものと同様に、区長の権限にある学童保育業務につ

いて、令和６年度から教育委員会へ移管するための

規定整備となっております。 

  以上、５本につきましては、改正理由を踏まえま

して、教育委員会として異議ないものといたしたい

と思っております。ご審議のほう、お願いいたしま

す。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第９号議案から第１３号議

案までについて、ご意見、ご質問がありましたら委

員のご発言をお願いいたします。何かご質問はござ

いますでしょうか。よろしいですか。 
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  ないようでございますので、これより採決に入り

ます。採決は議案ごとに行います。 

  それでは、第９号議案「『区長の権限に属する事

務の委任等に関する条例の一部を改正する条例』に

関する教育委員会の意見について」を採決いたしま

す。本案は、原案のとおり異議なしとして決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして決

することにいたします。 

  次に、第１０号議案「『足立区住区センター条例

の一部を改正する条例』に関する教育委員会の意見

について」を採決いたします。本案は、原案のとお

り異議なしとして決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして決

することにいたします。 

  次に、第１１号議案「『足立区立学童保育室条例

の一部を改正する条例』に関する教育委員会の意見

について」を採決いたします。本案は、原案のとお

り異議なしとして決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして決

することにいたします。 

  次に、第１２号議案「『足立区民設学童保育室設

置促進補助金交付審査会条例の一部を改正する条

例』に関する教育委員会の意見について」を採決い

たします。本案は、原案のとおり異議なしとして決

することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして決

することにいたします。 

  次に、第１３号議案「『足立区放課後児童健全育

成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例』に関する教育委員会の意見に

ついて」を採決いたします。本案は、原案のとおり

異議なしとして決することに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして決

することにいたします。 

  次に、日程第９を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第９、第１４号議案「学校

ＩＣＴ機器・教員用Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ等の購入

（Ｒ５債務）について」に関する教育委員会の意見

について」以上。 

○教育長 第１４号議案について岩松教育指導部長か

ら説明をお願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。６０ページをお開き

ください。学校ＩＣＴ機器・教員用Ｃｈｒｏｍｅｂ

ｏｏｋ等の購入にあたりまして、足立区長より意見

を求められているものでございます。 

  １番「契約の相手方」でございます。東日本電信

電話株式会社東京事業部となっております。 

  「契約金額」は、項番２にございますように６億

２，３５９万円となっております。落札率は５９．

７８％でございます。 

  「契約の内容」でございます。項番１０を御覧く

ださい。無線アクセスポイント、教員用Ｃｈｒｏｍ

ｅｂｏｏｋほか、記載のとおりでございます。 

  こちらについても、学校に必要なものでございま

すので、教育委員会としては異議ないものといたし

たいと思っております。 

  私から以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第１４号議案について、ご

意見、ご質問がありましたら委員のご発言をお願い
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いたします。 

  ないようでございますので、これより第１４号議

案「『学校ＩＣＴ機器・教員用Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏ

ｋ等の購入（Ｒ５債務）について』に関する教育委

員会の意見について」を採決いたします。本案は、

原案のとおり異議なしとして決することに賛成の方

の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして決

することにいたします。 

  次に、日程第１０を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１０、第１５号議案「『指

導書の購入について』に関する教育委員会の意見に

ついて」以上。 

○教育長 第１５号議案について岩松教育指導部長か

ら説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。６５ページをお開き

ください。「指導書の購入について」、区長より意

見を求められているものでございます。 

  「契約の相手方」、項番１でございます。東京都

東部教科書供給株式会社でございます。 

  ２番「契約金額」でございますが、２億３，９９

５万５，８７０円となっております。 

  １０番「契約内容」でございます。小学校の国語

ほか、記載のとおりになっております。 

  こちらについても、教育委員会として異議ないも

のといたしたいと思っております。ご審議のほう、

お願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより

本案の審議に入ります。第１５号議案について、ご

意見、ご質問がありましたら委員のご発言をお願い

いたします。 

  小関委員。 

○小関委員 教員が使う指導書の購入にあたり、見積

参加事業者数、が１社しかないことの背景を教えて

いただければと思います。 

○教育長 学校支援課長。 

○学校支援課長 指導書につきましても、教科書の仕

組みと同様なのですが、その地域を担当する供給会

社が決まっていまして、そこからしか購入できない

という仕組みになってございます。 

○教育長 久保田委員。 

○久保田委員 この冊数なのですが、これは１人１冊

ではなく、学年で１冊になりますでしょうか。 

○教育長 学校支援課長。 

○学校支援課長 例えば小学校国語なのですが、（１）

の総説編と、本体である（２）が学年に１セットと

いうことなのですが、（３）の朱書編につきまして

は各クラスに１冊という購入となります。 

○久保田委員 分かりました。ありがとうございます。 

○教育長 ほかにいかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 今回、デジタル教科書の指導書はないの

ですか。 

○教育長 学校支援課長。 

○学校支援課長 例えばこの１０の（２）の小学校国

語という中には、本の部分、デジタル教科書のガイ

ドなどのＣＤやＤＶＤがセットになります。 

〇教育長 早川委員。 

○早川委員 数学や算数とかはないのですか。 

○教育長 学校支援課長。 

○学校支援課長 科目によってちょっと中身が変わる

のですけれども、デジタル教科書のガイドがついて

いる旨を認識しております。 

○教育長 ほかによろしいですか。 

  ないようでございますので、これより第１５号議

案「『指導書の購入について』に関する教育委員会

の意見について」を採決いたします。本案は、原案

のとおり異議なしとして決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 ありがとうございます。挙手全員でありま

す。よって、本案は原案のとおり異議なしとして決
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することにいたします。 

  次に、日程第１１、教育長報告を議題といたしま

す。今回は、各担当からの報告事項に替えさせてい

ただきます。ご質疑等は全ての報告が終了しました

ら一括で頂くよう、お願いいたします。 

  それでは、（１）、（２）について、田巻教育政

策課長、お願いします。 

  教育政策課長。 

○教育政策課長 それでは、資料の６９ページをお開

きください。最初に、ＡＩドリルの低学年利用、試

行状況になります。今回、今年度は１・２年生で、

小学１年生は試行という形で導入してまいりました

けれども、結論から言いますと、来年度からは本格

導入することといたしました。 

  「利用状況」を棒グラフでお示ししておりますが、

１年生は、やはり４月、５月は読み書き中心という

ことなので、タブレットの活用もこれからというと

ころなのですが、２年生については、４月の段階で

大分使い出している状況が見て取れます。１年生に

つきましても、６月頃から徐々に使い始めていて、

４月以降は他学年と同様の傾向を示しているという

状況でございます。考察にもあるとおり、小学校の

ほうでも前向きに働きかけて使ってくれた結果が数

字としても出ておりますし、活用強化月間という形

で１０月と１１月に各学校で取り組んだ結果が、１

年生のところにも出ているという状況です。③に記

載したとおり、特に小学校低学年は、漢字の「読み

書き」、「とめ・はね・はらい」はこの「Ｑｕｂｅ

ｎａ」はあまり得意ではないのですが、そうした点

については紙と併用しながらうまく使えるところは

使ってもらうということで、学校のほうでは活用し

てもらっています。 

  次のページの「現場の声」につきましても、記載

のとおりで、意欲的に取り組む子どもたちの姿が報

告されております。 

  今回やってみて非常に使えるということが分かり

ました。昨日もＡＩドリルの活用研修ということで、

オンラインで事例を発表してもらっておりますので、

低学年でも有効に活用を展開していきたいと考えて

おります。 

  続きまして、７１ページ、「英語教育グランドデ

ザインの策定について」の報告になります。 

  「目的」としましては、現場の教員と、目標を共

有しながら英語教育を広げていくということで、策

定いたしました。 

  タイトルとしましては、「『使える英語力』育成

グランドデザイン」ということで、「使える英語力」

と銘打っています。知識の習得で終わるのではなく

て、実生活、実社会の中で使える英語力を身につけ

ていこうということで、キーワードとして設定して

おります。目指す児童・生徒像については、「間違

いを恐れずに、自分の考えを英語で表現できるあだ

ちの子」ということで記載しておりますけれども、

正確さを求めるがゆえにしゃべれない、正確さを恐

れてしまうということを危惧しておりますので、ま

ずは、正確さはいいから英語を使ってみようと。そ

の使っていく中で正確性を身につけていけばいいじ

ゃないかということで、このような児童・生徒像を

設定しております。 

  次のページはそのグランドデザインになりますけ

れども、１番に「目指す児童・生徒像」、そして２

番に「英語力の目標」ということで、活動指標、成

果指標を設定しております。活動指標については、

言語活動を中心とした学習内容について指標化して

おります。成果指標については、中学校３年の段階

でのＣＥＦＲ、Ａ１相当で一応６割ということで設

定しておりますので、ここをまずは求めていくとい

うことと、付随して、通過率、正答率も設定しつつ、

特に小学校は、中学校もなのですが、英語が好きと

いうところですね。英語が嫌いな子をまずはなくし

ていくということで、小学校から徹底していって、

中学校の英語教育につなげていければと考えており

ます。 

  ３番は、ＣＡＮ－ＤＯリストを記載しております。

指導要領に基づいて、４技能ごと、学年ごとに、到

達目標を示しております。あくまで指導要領を踏ま
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えたものでありますけれども、足立区オリジナルの

語数とか、そういった具体的な数字を入れておりま

すので、学年末に向けて、このぐらいの英語は使え

るようにということで、全教員で足並みをそろえて

英語教育を進めていければと考えております。来年

度もまた研修なんかでも、こういったものを取り上

げながら、現場と工夫しながらやっていきたいと考

えております。 

  以上です。 

○教育長 次に、（３）から（７）について、岩松教

育指導部長お願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。資料７３ページをお

開きください。「中学校不登校未然防止事業の生徒

の状況と、それからモデル校の拡大」の案について

でございます。 

  項番１でございます。「既存のモデル校、六月中

学校の生徒の状況」ですが、令和５年１２月にアン

ケートを取ってみました。利用生徒１６人のうち６

人から回答を頂きましたので、そちらのほうを抜粋

したものでございます。ＳＳＲの良いと思う点、そ

ういうところでは、自由に勉強ができて、分からな

いところをすぐに先生に聞けるということ、それか

ら個室のように落ち着いて学習ができるという声が

ありました。それから、現在の過ごし方、（３）の

ところでございますけれども、やはり「Ｃｈｒｏｍ

ｅｂｏｏｋなどを使って勉強をしている」、それか

ら気分転換のために折り紙を折ってみたり、卓球を

してみたりというところを行っているというような

過ごし方が見えてまいりました。（５）ですが、こ

のＳＳＲを利用して変化したこととして、まず「登

校日数が増えた」、それから「学校にストレスを感

じなくなった」、「気持ちが落ち着いてきた」、「学

校に行くことに対して恐怖感や生き難さが少し改善

した」というようなお声を頂いております。 

  続いて、７４ページをお開きください。こちらは

「令和６年度からのモデル校について」でございま

す。令和５年度は六月中学校１校のみでございまし

たが、来年度は、３校増やしまして、全部で４校で

モデル事業を実施したいと思っております。モデル

校につきましては、地図上でもお示しをしておりま

すが、第一中学校、蒲原中学校、加賀中学校を増や

しまして、区内、地域のバランスが取れるような形

にしております。また、不登校の生徒が多いなどの

課題がある。それから教室をきちんと確保できるよ

うなところを今回モデル校に設定しております。 

  ３番でございます。「今後のスケジュール」です

が、こちらについては、必要な経費も令和６年度の

当初予算（案）のほうに計上しまして、議決が得ら

れた際には物品の調達をしまして、早期に事業実施

ができるようにしてまいりたいと思っております。 

  続いて、７５ページでございます。足立区立辰沼

小学校におけるいじめ防止対策でございます。議会

のほうで、昨年６月に有効ないじめ対策の実施を求

める請願が出ております。こちらの中でも、たびた

び辰沼小学校の取組が取り上げられております。辰

沼小学校におけるいじめの防止の取組を今回ご報告

するものでございます。 

  項番１でございます。辰沼小学校では、平成２４

年から、児童が自分たちで主体的ないじめ防止活動

として「辰沼キッズレスキュー」というものを発足

しまして、現在に至っております。令和５年度は、

全校生徒５４５人のうち４００人が所属をしており

まして、主な活動が（３）に書いております。児童

朝会の後にみんなで合い言葉を読み上げたり、いじ

め防止の啓発に努めています。また、児童による防

止パレード（パトロール）を校庭で週に１回実施す

る。それから、「辰沼しぐさの奨励」とありますが、

友達からされてうれしいことなどを日常の生活の実

践につないでいく、といったことをやっております。

また、キャラクターを活用したキャンペーンなども

実施をしております。 

  次のページ、７６ページでございます。キのとこ

ろにございますが、「思いやり報告箱の設置」とい

うことで、お友達から受けて、よかったなというよ

うなことを認め合うための報告箱の設置などをやっ
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ております。 

  項番２「今後の方針」でございますけれども、こ

ういった活動を生活指導の担当者連絡会などに共有

をいたしまして、他校でも同じような自主的な取組

があると思いますので、こういったものを学校間で

共有したいと考えております。また、６年度以降、

小中学校で実施しているいじめの取組なども周知し

まして、児童・生徒の主体的な取組ができるような

形で、話し合いの機会の創出を検討していきたいと

考えています。 

  続いて、７７ページ、「学習者用デジタル教科書

の効果検証調査」でございます。こちらは、今年度

２回目になります。７月に第１回目を実施いたしま

して、今回２回目、これはデジタル教科書を導入し

ている小学５、６年生と、それから中学生、教員、

保護者に取ったものでございます。詳細な調査結果

は８０ページ以降にございますが、いくつか抜粋し

たものを７８ページにお載せしております。 

  まず、項番２「効果のあった事項」でございます。

外国語の学習内容の理解度について、「分かると思

うことは増えたか」というような問に対しまして、

「効果があった」というような声を伺っています。

小学校の教員をはじめ、中学生生徒、それから教員

からも「効果があった」という肯定的な感想が１回

目よりも増えております。 

  一方で、「課題があった事項」を７９ページにま

とめてございます。項番３のところでございます。

「外国語において、中学生が音読活動に苦手意識を

感じている」とありましたけれども、こちらに対し

ては、「苦手意識が減りましたか」という質問に対

して肯定的な回答が減ってしまったというものでご

ざいます。（２）は家庭学習についての問いでござ

います。こちら「効果があったか」という問に対し

まして、同じくこちらも肯定的な回答が減っており

ます。学習のねらいに応じた形で活用できるような

実践事例を改めて周知してまいりたいと考えており

ます。 

  続いて、９０ページをお開きください。「図書館

を使った調べる学習コンクール 全国コンクールの

結果」でございます。 

  「審査結果」を項番１のところに記載をしてござ

います。入賞が１点、それから入選が全部で１７５

作品ございます。作品一覧を記載しておりますので、

こちらを御覧いただければと思います。こちらの入

賞及び入選の作品につきましては、学校名等を足立

区のホームページでも紹介をしていまして、今後、

さらに通知を早めて、授業における調べ学習の取組

の向上を図ってまいりたいと思います。 

  最後、９２ページをお開きください。令和５年度

の学校での卒業式の「告辞」の実施方針でございま

す。 

  項番１のところに今年度の「実施方針」を掲げて

ございます。「告辞」の読み上げはせずに、全校共

通の告辞を「お祝いのメッセージ」として作成いた

しまして、このメッセージを小・中学校の児童・生

徒に行き渡るようにしたいと考えております。また、

こちらについて区からの参列はしないということで、

方針を固めていきたいと考えております。 

  報告は以上になります。 

○教育長 次に、（８）、（９）について、松本学務

課長、お願いします。 

  学務課長。 

○学務課長 ９３ページをお開きください。私からは

「足立区学校保健統計書（令和４年度実績）の概要

について」、お話しいたします。こちらは、学校で

行う健康診断等の集計結果をまとめたものになりま

す。 

  「統計書の主な内容」としましては、（１）から

（７）までございますけれども、児童生徒の発育状

況ですとか、就学時健診の診断結果ですとか、あと

感染症の罹患状況などを記載しているものです。 

  （２）の「概要」の児童生徒の発育状況ですけれ

ども、肥満傾向の程度が２０％以上となっておりま

す。こちらは過去５年間微増の傾向にありまして、

全国、東京都の割合を上回っているという結果でご

ざいます。 
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  おめくりいただきまして９４ページ、「貧血・小

児生活習慣病予防健診」についてです。中学２年生

でございますけれども、こちらは有所見となった方

が、女子が３１％、男子が２１％というような結果

になっております。前年の令和３年度と比較して、

男子は横ばい、女子は減少というような形になって

おります。 

  （３）が「むし歯」です。むし歯につきましては、

小・中ともに減少傾向にございます。ただ、東京都

の平均はまだ上回っているというような状況でござ

います。今後につきましては、来月の文教委員会で

報告いたしまして、区のホームページで公開をいた

します。また、学校の養護の教諭たちと、こちらの

ほうを共有いたしまして、各校での指導に生かして

いただくというような形にしております。 

  続きまして、９５ページです。「物価高騰による

学校給食費の増額（案）」でございます。こちらは、

近年、物価高騰に保護者負担額を変更しないという

ことで、区負担でずっとやってきております。今年

度、給食費が無償化となりましたので、保護者負担

がなくなって、予算（案）の議決が得られた際には、

単価を適正な価格に増額させていただいて、おいし

い給食の質の担保というところを目指したいと考え

ております。 

  １番の「現状」ですが、小学１年生で給食費の１

食単価は２４７円、中学生が３３４円という単価で

やってきております。ただ、来年度以降ですけれど

も、小学１年生で１４．１円の増額、また中学生で

すと１６．１２円の増額という形で、牛乳ですとか

パンについては固定価格となりますので、こちらも

高騰分の見込みも含めて積算をしているものでござ

います。 

  私からは以上です。 

○教育長 次に、（１０）について、物江青少年課長、

お願いします。 

  青少年課長。 

○青少年課長 恐れ入ります。９６ページ目を御覧く

ださい。「令和６年度ジュニアリーダー研修会の宿

泊キャンプ参加費用(案)について」でございます。

来年度予算に計上させていただきましたので、議決

が得られればこの形で進めたいと考えており、報告

をさせていただくものになります。ジュニアリーダ

ー研修会は、子ども会を中心に地域活動を行う中高

生を育てるための小学生向けの研修会でございます。

今年度で言いますと、区内で１６か所、計８００名

を超えるお子様たちが参加していただきました。 

  こういった研修会に行った方に、２泊３日のキャ

ンプの企画を少年団体連合会協議会に委託して行っ

ております。今年度の自己負担は１万３，０００円

でしたが、来年度はこの自己負担を５，０００円に

したいと考えております。理由としましては、１番

のところに記載をさせていただきましたが、なるべ

く多くの方に参加をしていただきたいというところ

でございます。また、今年度については、一律１万

３，０００円でございましたけれども、来年度につ

いては、就学援助を受けている方については、無料

という形にしたいかなというところで考えてござい

ます。 

  参考になりますが、今年度、昨年の令和５年７月

１５日から１７日までは、中学生と小学６年生を対

象にして１０５人参加いただきまして、令和５年１

１月３日から５日までの２泊３日は、鋸南のほうに

行って、参加者６５人ですので合計１７０名が今年

度は参加をしたという形でございます。来年度につ

きましては、９７ページに記載がございますが、今

年度と同じように御殿場と鋸南という形で、いずれ

も８月と１１月に行きたいというところで考えてご

ざいます。 

  以上になります。 

○教育長 次に、（１１）について、土田生涯学習振

興公社事務局長、お願いします。 

  事務局長。 

○生涯学習振興公社事務局長 「令和６年度生涯学習

振興公社事業概要・収支予算説明書」を説明いたし

ます。 

  １ページのほうを見ていただきたいと思います。
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１の「概要説明」でございますけれども、公社の職

員数は合計４０名ほどになっております。 

  ２の「組織機構」でございますが、令和６年度に

つきましては、学習・スポーツ事業課と文化活動支

援課を統合し、学習事業課とします。 

  ３番の「令和６年度 経営方針と重点事項」につ

いては、記載のとおりでございます。 

  ２ページのほうを見ていただきたいと思います。

令和６年度の主な事業を説明しております。１番目

のあだち放課後子ども教室事業でございます。区の

ほうから受託をしております。（１）の安全管理講

習会、こちらにつきましては、スタッフ等の安全講

習をするものでございまして、令和６年度につきま

しては、学習センターのほうで３０回ほど実施をす

る予定でございます。 

  ２番目の「生涯学習事業」でございます。（２）

の小学校アウトリーチコンサートでございます。毎

年行っているものでございますけれども、令和６年

度につきましては、８校で２４回実施する予定でご

ざいます。（４）の０歳からのファミリーコンサー

トにつきましても、来年度に実施する予定でござい

ます。 

  ３ページのほうを見ていただきたいと思います。

収支予算でございます。 

  まず、経常収益の収入でございます。〈１８〉で

ございます。経常収益計は受取補助金等２億９，３

１１万円余を含みまして３億１，７９８万円余とな

ります。 

  ６ページのほうを見ていただきたいと思います。

経常費用の支出でございます。〈８４〉番でござい

ます。経常費用計は３億２，１２３万円余になりま

す。 

  ７ページのほうを見ていただきたいと思います。

〈９０〉番、当期一般正味財産増減額は、収入から

支出を引いたマイナスの３２５万円となります。最

終的に、〈９６〉番、正味財産期末残高は１７億２，

４５５万円余となります。 

  私からの説明は以上でございます。 

○教育長 ただいま各所管から報告事項がございまし

た。これらの点につきまして、各委員からご意見、

ご質問がありましたらご発言をお願いいたします。 

  小関委員。 

○小関委員 まず１点目、英語教育グランドデザイン

の策定についてです。この英語グランドデザインに

は、ＩＣＴに関する記載がありませんが、関わりを

持たせた方が良いと思います。この辺りが入ってく

ると分かりにくくなってしまうのであえて触れてい

ないのかと思いますが、ＩＣＴとの関わりについて

はどのように考えているのか、教えていただければ

と思います。 

  ２点目は、六月中のモデル学校についてです。去

年からは３校増えて計４校でやる予定になっている

のですが、これもやはり課題になっているのがどの

ような先生が担当するかだと思います。以前お聞き

した中では、退職した小学校の校長先生を配置する

と話があったと思うのですが、どのような人材の配

置を考えているのか、教えていただければと思いま

す。配置される先生によってかなり様子が違ってく

るような気がしています。 

○教育長 教育政策課長。 

○教育政策課長 ＩＣＴは、当然活用の想定をしてお

ります。このＣＡＮ－ＤＯリストは、あくまで到達

目標なので、何ができるようになるかということを、

資質能力ベースにしながら示しております。それで、

使う場面としては、例えば「プレゼンテーション」

なんて文言が出てきますけれども、その中でスライ

ドを使ってやり取りをしている場面は当然あります

し、そのあたりは、手段としては足立スタンダード

の中に入れていったり、研修でもＩＣＴはかなり意

識して取り上げてきておりますし、そういった足立

スタンダードの推進委員会の伝達事業の中で見せて

いったり、様々なやり方でやっております。あくま

でここは到達目標なので、ＩＣＴの活用を落とし込

んではいないですけれども、当然その視点はありま

す。 

○教育長 教育指導部長。 
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○教育指導部長 もう１つのご質問でございますけれ

ども、不登校未然防止のモデル事業でございますが、

やはり委員がおっしゃるように、指導員は大変重要

でございます。現在考えているのは、校長を退職さ

れたような方を指導員に考えております。モデル事

業も、もう少し増やしたいところですが、やはり指

導員がいないことには、どなたでもいいというもの

ではございませんので、子どもたちに寄り添ってい

ただけるような方をぜひお願いをしたいということ

で、今準備を進めているところでございます。 

〇教育長 小関委員。 

○小関委員 それから、辰沼小のいじめの防止対策は

とてもいい取組と思いますので、できればほかの学

校でも波及できたらなと思うところですが、この辰

沼キッズレスキューについて、どういうメンバーで

組織がされているのか、分かれば教えていただきた

いと思います。 

○教育長 教育指導部長。 

○教育指導部長 こちらは、児童会を中心にメンバー

を募っているようでございます。もともともう少し

小さい規模だったようでございますけれども、今は、

ご報告したように、全校生徒５４５中４００人とい

うことで、かなり大勢で活動していると聞いており

ます。ですから、この取組をちょっと皆さんにご紹

介して、各学校でやられていることは、おそらく似

たようなことをやられているところもあると思うの

です。そういった意味でも、共有し合いながら、い

いところをまねていけるような、そんな取組につな

げたいと思っております。 

○教育長 補足なのですが、私も現場へ行ってみまし

た。子どもたち自身がこの活動をどうやって後に引

き継いでいこうかということを真剣に議論している

様子を見せていただいたのですが、やらされ感では

なく主体的にやっていこうという思いで取り組んで

いることが分かりました。いい取組だと思いました

ので、ぜひほかの学校でも広げていけるようにやっ

ていきたいと考えております。ありがとうございま

した。 

  ほかにはありますでしょうか。小関委員。 

○小関委員 ５４５人中４００人の児童がかかわると

いうことはかなり率が高いと思います。これを運営

していくにあたり、担当の教員や、校長先生を中心

にやっているのか、先生方の指導が入りつつ、児童

中心でやっているのか、この点について教えていた

だければと思います。 

○教育長 教育指導部長。 

○教育指導部長 先生ももちろんサポートに入ってい

ると思いますけれども、委員会活動のような形で組

織をしているというようなお話でした。 

○小関委員 分かりました。どうもありがとうござい

ます。 

○教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  早川委員。 

○早川委員 ７８ページの算数と数学について、アッ

プ度がすごいですよね。かなりすごくよくなってい

ます。ペンを与えたということでこうなったと思う

のですけれども、自分で書き込めたりするというこ

とがよかったということなのでしょうか。 

○教育長 教育指導部長。 

○教育指導部長 タッチペンを児童・生徒に１本ずつ

配布をいたしました。それが非常に使い勝手がいい

ということで、このような点数になったと考えてお

ります。 

○早川委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかに何かありますでしょうか。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 ３点ほどあります。まず英語教育のグラ

ンドデザインなのですけれども、小学校の英語の授

業は担任による授業を行う学校が多いため、先生の

格差を感じています。盛り上がれるクラスはいいの

ですけれども、ちょっとここのクラスはおとなしい

子たちが多いですというクラスだと、どうしても英

語が頻繁に使われているような授業がなかなかでき

ていないのかなと感じています。なので、なかなか

難しいと思うのですけれども、子どもに間違っても

いいから表現できるようになろうよということを、
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先生も同じように感じていてもらわないと、いけな

いのではないかと思うのです。「先生も間違えちゃ

ったよ」という感じでやってもらわないと、やっぱ

り何かうまく回っていない、と感じることがありま

したので、先生の格差ということを少し考えていた

だきたいなと感じています。 

  それと、不登校未然防止のモデル校についてです。

すごくいいのですが、小学校から不登校の子のお母

さんは、こうした教室がある学校に行かせたいと考

えると思います。なので、そこの学校に、不登校ぎ

みの生徒が増えていくのではないかなと思うのです

けれども、その人数を収容できる環境はあるのでし

ょうか。どういうふうに考えていらっしゃるのかを

ちょっとお聞きしたいです。 

  最後に、辰沼小学校なのですけれども、実際にい

じめのアンケートが、どのように推移しているのか

ということが気になりましたので、分かれば教えて

いただきたいと思います。 

  以上です。 

○教育長 教育政策課長。 

○教育政策課長 小学校の学級担任のクラスの授業で

すけれども、やはり研修しかないなと思っています。

学力定着推進課は３教科に関してはかなり突出して

力を入れていて、悉皆研修も相当やっていますし、

小学校は、なかなか全員は研修に参加してもらうこ

とができないので、代表を呼んで校内還元してもら

うというやり方なのですけれども、やっぱりなかな

かそれでは、還元というのは難しいところがありま

す。いい授業というのは、たくさん私は見てきて、

取りためてきているので、そういう授業を、動画な

りで見られる環境を今少しずつつくっています。ち

ゃんと学級経営が基盤としてしっかりしていれば、

英語が下手でも、授業ができている事例はあるので、

そういうのがちょっと見える環境を充実していきな

がら、勇気を持って授業ができるように支援してい

ければいいかなと思っています。 

○教育長 教育指導部長。 

○教育指導部長 不登校未然防止のところが増えた場

合ということですが、今、六月中は常時１６人がい

るということではなく、曜日によって変わったり、

時間帯によって変わったりというところが主になっ

ております。まずスタートしてみて、どれぐらいの

人数の子が利用されるかというところを見ながら、

対応策を考えていきたいと思っています。指導員だ

けではなくて、登校サポーターにも、やはり一緒に

なって連携してやらなくてはいけないだろうなと思

っております。また、状況を見ながら、ご相談など

をさせていただこうと思っております。 

  それから、辰沼小なのですけれども、いじめは、

認知件数自体は、ほかの学校よりうんと低いという

よりは、相談を学校の中できちんとできているとい

う子が、いじめのアンケートなんかではちょっと見

えてきているところです。みんなの目が、いじめに

対する意識が高いというのもあって、通常だと親に

相談するようなところを、学校の先生だったり、友

達だったり、スクールカウンセラーだったりという、

そこが特徴的であったように思っております。 

○倉橋委員 ありがとうございます。 

○教育長 ほかには何かありますでしょうか。 

  久保田委員。 

○久保田委員 では、お願いいたします。まずは、第

１４号議案、Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの入札の件です

が、この件については全然問題ありません。入札の

金額を見ると１０分の６で入札しています。同様の

価格で可能であれば、ここから先の予算編成も大き

く変わってくるのではないかと思います。例えば今

回は補正予算で３年分を前取りしているということ

ですが、３年分で５年分をまかなえるのではないで

しょうか。関連して、計画の見直しの予定があるの

かという点が１点目です。 

  ２点目は感想です。ＡＩドリルですが、皆さんの

活用が進みすばらしいです。特に、８月の使用状況

が分かるというのは、ログを活用するよさであると

思います。ＡＩドリルだけではなく、各システムの

ログを取れば、子どもたちの活用状況が分かるはず

です。ＡＩドリルのログ活用にならって、自動でロ
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グを取れるものを上手に使うことで、先生方に負担

のない調査を検討していただけると良いと思います。 

  ３点目です。デジタル教科書と、生徒用デジタル

教科書は、１回目より２回目のほうが上がって大変

すばらしいなと思います。一方、円グラフを見ると、

小学生の児童があまり上がっていません。それは先

ほど倉橋委員のご指摘とつながると思います。上が

っていない理由が今すぐは分からなくても、分かっ

た上で、本格導入していただけるとありがたいと思

っております。 

○教育長 学校ＩＣＴ推進担当課長。 

○学校ＩＣＴ推進担当課長 １点目の今後の計画の見

直しの部分なのですけれども、６年度は予算額のた

め契約差金が発生していますが、７年度以降に入っ

てくる４万台、５，０００台、また１，０００台に

つきましては、この当時の落札額で積算をしていま

す。ですので、計画上で契約差金はほとんど出ない

のではないかと見込んでいます。 

○久保田委員 Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋは、今回が特別

に安いということですか。 

〇教育長 学校ＩＣＴ推進担当課長。 

○学校ＩＣＴ推進担当課長 今回も、見積り自体は複

数社取っていて、大体これぐらいの見積もり金額に

なっています。ただ、札入れすると、金額下がって

しまっているというのがあります。落札金額で予算

を計上するのは難しいとは思うのですけれども、い

ずれにしても、７年度、８年度に入れるものについ

ては、見積額ではなくて入札金額、実際にかかった

金額で計画していますので、金額が下がるというの

は、なかなか厳しいのかなと見込んでいます。 

〇教育長 久保田委員。 

○久保田委員 これは教師用ですか。前回は多分ウィ

ンドウズでの落札だったので、それをもとに算出し

ているから高くなったということですか。 

〇教育長 学校ＩＣＴ推進担当課長。 

○学校ＩＣＴ推進担当課長 今回はＣｈｒｏｍｅｂｏ

ｏｋで見積りを取っており、それで予算も計上して

います。したがって、これは純粋なＣｈｒｏｍｅｂ

ｏｏｋの契約の差金です。それが先ほどお話しさせ

ていただいたように、見積もりを複数社取っている

のですけれども、その時点で下げることがなかなか

できなくて、入札してみると、実は下がってしまう

ということになってしまうのです。 

○久保田委員 分かりました。 

○教育長 教育指導部長。 

○教育指導部長 今回３年分を見込んで基金に積立を

するのですけれども、この浮いた４億円分がありま

すので、それは次回以降に活用したいと思っていま

す。これからまた４万台を入札した際に価格が下が

るようでしたら、その分は９年度以降に活用できる

と思います。 

○久保田委員 繰り越していくのですね。 

○教育指導部長 そのように大事に使っていきたいと

思っております。 

○久保田委員 よろしくお願いいたします。 

○教育長 教育政策課長。 

○教育政策課長 ログについては、これはシステムの

中で見られるようになっています。ただ、学年、ク

ラス、教科と辿って見ていかないと見られないよう

になっていて、そこは改善要望として学校からも出

ているので、事業者には伝えています。多くの自治

体から、そういう要望が出ているようでして、今後

の課題となっています。このデータについては、毎

月のレポートを提出してもらうようにしていて、月

単位、週単位、日単位で、どのぐらい１人のユーザ

ーが開けているか、活用しているかという、そうい

うデータが出ます。大体、我々は、月では長いし日

だとちょっと短いので、週で見ているのですけれど

も、週当たりで指標を取りつつ、学校とヒアリング

をしながら、活用状況を確認しております。校長も

大分意識して見るようになってきているので、それ

ぞれの活用への意識というのが、少なくとも管理職

では共有しながら今やっているような状況でござい

ます。 

○教育長 教育指導部長。 

○教育指導部長 デジタル教科書の効果的だという回
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答でない小学校のところは、やはり効果的にどう使

えるかという場面がきちんと理解されていないのか

なというのは、課題に感じているところです。どう

いう場面で使うと効果的なのかというのを、私たち

も一緒になって、先生たちにお伝えしていきたいな

と思っております。 

○教育長 そのほかにはないようでございますか。な

いようでございましたら、報告事項のほうは終了と

させていただきます。 

  その他でございますけれども、何かございますか。 

  小関委員。 

○小関委員 学校を回っていて、ｃｌａｓｓｒｏｏｍ

でアンケートをとることで、集計など、今までなか

なかうまくいかなかったのがスムーズにできていて、

とても活用しやすいと好評なのですけれども一方で、

紙でアンケートを取っていたほうが、回収率がすご

くいいと言われました。紙以外だといつでも答えら

れるというのがあって、なかなかおざなりになって

いて、回収率が悪くなってしまったという話を聞い

ています。、それは学校で頑張っていただくしかな

い、とお伝えしましたが、いい方法は何かないかと

校長先生は言っていました。何か良い方法があれば、

教えていただければと思っているのですが。 

○倉橋委員 保護者向けのグーグルフォームでアンケ

ートを取るような形、それの回収率が紙よりも下が

りましたというふうな話でした。 

○教育長 何か解決策はありますか。学校ＩＣＴ推進

担当課長。 

○学校ＩＣＴ推進担当課長 フォーム・アンド・スク

ールを導入させていただきまして、今お話しいただ

いたように、アンケートを回収して、集めたりする

にはとても便利で、また漏れもなくなったと聞くの

ですけれども、やはり回収率については、フォーム・

アンド・スクールに限らず、デジタルにしたことで、

どのアンケートも下がるということはちょっと耳に

はしており、我々も困っているところです。ですが、

ご協力をお願をいしたり、なるべく回答しやすいよ

うに記述式でなく、選択式にしていただくとか工夫

し、なるべく回答しやすい形でお願いしていくしか

ないのではないかと思います。 

○教育長 教育政策課長。 

○教育政策課長 例えば私たちがアンケートを取ると

きは、紙で配って、そこには所要時間やＱＲコード

は載せておいて、こちらからでも答えられますよと

いう併用型でやることはあります。 

○教育長 早川委員。 

○早川委員 やっぱり親御さんの考え方、親御さんの

実態と子どもたちと違うので、それを用意してあげ

ないと。本当に回収しようとしたら、ＱＲコードと

紙と両方にして。やり方を校長先生たちに教えてあ

げる必要がありませんか。 

○小関委員 こういうやり方でうまくいっている学校

や、役所ではこうやっていますみたいなことを、言

ってあげたほうがよいのではないでしょうか。 

○久保田委員 ちなみに、大学はコロナ禍で、全部が

オンラインのフォームの調査になりました。しかし、

ここ最近は幾つかの大学は紙に戻しています。それ

は同じ理由です。回答率が悪いためです。１５回の

授業が終わった後に評価をするのですが、紙の調査

が戻ってきているような感じがします。 

  全然違う話なのですが、前回の情報漏洩の話とも

関連し、アンケートはＣ４ｔｈでも取れるし、グー

グルでも取れるのですね。それで合っていますか。 

〇教育長 学校ＩＣＴ推進担当課長。 

○学校ＩＣＴ推進担当課長 Ｃ４ｔｈは、基本的には

保護者宛で、グーグルは子ども向けのものですけれ

ども、それを活用することもできます。 

○久保田委員 つまり、セキュリティ度の高いものは

Ｃ４ｔｈを使って、そうでないものはグーグルを使

うという、何か切り分けができると、先生方も安心

して使えると思いました。 

○教育長 ありがとうございます。では、研究をして

教えてあげるということで、出し惜しみをしないと。

よろしくお願いします。 

○倉橋委員 手取り足取り教えてあげるとやってくれ

るのではないのかな。紙だと、回収されていないの
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が目に見えて分かるので、先生たちも、子どもたち

に、まだ回収できていない子に、ちゃんとお母さん

に言ってね、みたいな声がけができると思うのです

けれども、やっぱりグーグル・フォームとかになっ

てしまうと、それが分からないのではないかと思い

ます。つまり、子どもたちが親が回答してくれたの

まだ回答していないのか分からない。そういうふう

なこともあるのかなと私は思います。 

○教育長 ありがとうございます。では、工夫をして。 

  ほかには何かございますでしょうか。 

  ないようでございますので、以上をもちまして、

本年第２回足立区教育委員会定例会を閉会といたし

ます。ありがとうございました。 

 

午後４時１０分閉会 

 



令 和 ６ 年 第 ２ 回 

足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会 

 

日  時  令和６年２月９日 火曜日 午後３時００分開議 

会  場    教育委員会室 

 

１ 議 事 日 程 頁 

日程第１  第６号議案 

足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤

師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例の送付

について…………………………………………………………… ３ 

日程第２  第７号議案 
「令和５年度足立区一般会計第９号補正予算（案）」に関する

教育委員会の意見について……………………………………… ７ 

日程第３  第８号議案 
「令和６年度足立区一般会計当初予算（案）」に関する教育委

員会の意見について……………………………………………… １３ 

日程第４  第９号議案 
「区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改

正する条例」に関する教育委員会の意見について…………… １９ 

日程第５  第 10号議案 
「足立区住区センター条例の一部を改正する条例」に関する

教育委員会の意見について……………………………………… ２４ 

日程第６  第 11号議案 
「足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例」に関する

教育委員会の意見について……………………………………… ３８ 

日程第７  第 12号議案 
「足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一

部を改正する条例」に関する教育委員会の意見について…… ４５ 

日程第８  第 13号議案 

「足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例」に関する教育委員会

の意見について…………………………………………………… ５３ 

日程第９  第 14号議案 
「学校ICT機器・教員用Chromebook等の購入（Ｒ５債務）につ

いて」に関する教育委員会の意見について…………………… ５９ 

日程第 10 第 15号議案 
「指導書の購入について」に関する教育委員会の意見につい

て…………………………………………………………………… ６４ 

日程第 11  教育長報告  

 

２ 報 告 事 項   
（１） AIドリル小学校低学年での試行利用状況について 

《田巻 教育政策課長》 ６９ 

（２） 英語グランドデザインの策定について 

《田巻 教育政策課長》 ７１ 

（３） 足立区立中学校不登校未然防止事業の利用生徒の状況とモデル校の拡大について 

《八尋 教育指導課長》 ７３ 

（４） 足立区立辰沼小学校におけるいじめ防止対策について 

《八尋 教育指導課長》 ７５ 



（５） 「令和５年度第２回学習者用デジタル教科書の効果検証調査」報告について 

《八尋 教育指導課長》 ７７ 

（６） 図書館を使った調べる学習コンクール 全国コンクールの結果について 

《八尋 教育指導課長》 ９０ 

（７） 令和５年度足立区立学校卒業式における「足立区長及び教育委員会告辞」の実施方針

について 

《八尋 教育指導課長》 ９２ 

（８） 足立区学校保健統計書（令和４年度実績）の概要について 

《松本 学務課長》 ９３ 

（９） 物価高騰による学校給食費の増額について 

《松本 学務課長》 ９５ 

（10） 令和６年度ジュニアリーダー研修会の宿泊キャンプ参加費用について 

《物江 青少年課長》 ９６ 

（11） 令和６年度公益財団法人足立区生涯学習振興公社の事業計画及び収支予算（案）につ

いて 

《土田 生涯学習振興公社事務局長》 別冊 

 

３ 情 報 連 絡 事 項 

（１）令和５年度明海大学連携事業の実施結果について       [学力定着推進課] ９８ 

（２）英語マスター講座の定員の変更について           [学力定着推進課]１００ 

（３）保健関係書類のオンライン化について                [学務課]１０１ 

（４）令和５年度「あだち子ども将棋大会」の実施結果について      [青少年課]１０２ 

（５）事業実施報告・実施予定                     [青少年課]１０３ 

（６）事業実施報告・実施予定                 [生涯学習振興公社]１０４ 
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第６号議案  

   足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師

の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例の送付につい

て  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日  

提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

   足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師

の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例  

 足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公

務災害補償に関する条例（平成１４年足立区条例第２０号）の一部を次

のように改正する。  

 第３条第２項中「（第１７条第２項第２号において単に「経験年数」

という。）」を削る。  

 第７条ただし書中「次に掲げる」を「刑事施設、労役場その他これら

に準ずる施設に拘禁されている」に改め、「、又は収容され」を削り、

同条各号を削る。  

   付  則  

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。  

 

 （提案理由）  

 公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準

を定める政令の改正に伴い、規定を整備する必要があるので、この条例

案を提出いたします。  
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第６号議案説明資料 
令和６年２月９日 

件    名 
足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務

災害補償に関する条例の一部を改正する条例の送付について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

１ 概要 

「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」の施行による「公

立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定

める政令」の改正に伴い、「足立区立小学校、中学校等の学校医、学校

歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例」の一部を改正す

る。 

 

２ 改正の理由 

「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」の施行により、令

和６年４月１日から婦人補導院※が廃止となることから、条例の文言を

削除する。 

※ 婦人補導院とは、売春防止法第１７条に基づく補導処分がなされた

満２０歳以上の女子を収容し、社会で自立していくために生活指導及

び職業補導、医療を行うことを目的とする国の施設をいう。 

 

３ 主な改正内容（詳細は、Ｐ５～６の新旧対照表を参照） 

（１）第７条第２号「婦人補導院その他これに準ずる施設に収容されてい

る場合」を削除する。 

（２）上記第７条第２号の削除に伴い、第１号「刑事施設、労役場その他

これらに準ずる施設に拘禁されている場合」を削除し、第７条本文に

規定する。 

 

４ 施行年月日 

令和６年４月１日 

 

５ 今後の方針 

本議案が可決された際には、関係する条例施行規則について必要な改

正を行う。 
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足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正前 改正後 

○足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公

務災害補償に関する条例 

○足立区立小学校、中学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公

務災害補償に関する条例 

平成14年３月29日条例第20号 平成14年３月29日条例第20号 

第１条～第２条 省略 第１条～第２条 現行のとおり 

 （補償基礎額） 

第３条 省略 

 （補償基礎額） 

第３条 現行のとおり 

２ 前項の補償基礎額は、死亡若しくは負傷の原因である事故が発生した日

又は診断によって死亡の原因である疾病の発生が確定した日若しくは診断

によって疾病の発生が確定した日（以下「災害発生日」という。）におけ

る当該学校医等のそれぞれ医師、歯科医師又は薬剤師としての経験年数（第

17条第２項第２号において単に「経験年数」という。）に応じて、都立学

校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例（昭

和37年東京都条例第80号。以下「都条例」という。）第４条第２項に規定

する額による。 

２ 前項の補償基礎額は、死亡若しくは負傷の原因である事故が発生した日

又は診断によって死亡の原因である疾病の発生が確定した日若しくは診断

によって疾病の発生が確定した日（以下「災害発生日」という。）におけ

る当該学校医等のそれぞれ医師、歯科医師又は薬剤師としての経験年数  

                         に応じて、都立学

校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例（昭

和37年東京都条例第80号。以下「都条例」という。）第４条第２項に規定

する額による。 

３～４ 省略 ３～４ 現行のとおり 

第４条～第６条 省略 第４条～第６条 現行のとおり 

（休業補償） （休業補償） 

第７条 休業補償は、学校医等が公務上負傷し、又は疾病にかかり、療養の

ため勤務その他の業務に従事することができない場合において、給与その

他の業務上の収入を得ることができないとき、当該学校医等に対して、そ

の収入を得ることができない期間、１日につき、補償基礎額の100分の60

に相当する金額を支給して行う。ただし、次に掲げる          

              場合（足立区教育委員会規則（以下「規則」

という。）で定める場合に限る。）には、その拘禁され、又は収容されて

いる期間については、休業補償は行わない。 

第７条 休業補償は、学校医等が公務上負傷し、又は疾病にかかり、療養の

ため勤務その他の業務に従事することができない場合において、給与その

他の業務上の収入を得ることができないとき、当該学校医等に対して、そ

の収入を得ることができない期間、１日につき、補償基礎額の100分の60

に相当する金額を支給して行う。ただし、刑事施設、労役場その他これら

に準ずる施設に拘禁されている場合（足立区教育委員会規則（以下「規則」

という。）で定める場合に限る。）には、その拘禁され       て

いる期間については、休業補償は行わない。 
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改正前 改正後 

(１) 刑事施設、労役場その他これらに準ずる施設に拘禁されている場合  （削除） 

(２) 婦人補導院その他これに準ずる施設に収容されている場合  （削除） 

第８条～第２９条 省略 第８条～第２９条 現行のとおり 

    付 則 

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。 
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第７号議案  

   「令和５年度足立区一般会計第９号補正予算（案）」に関する教育

委員会の意見について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日  

      提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫  

 

   「令和５年度足立区一般会計第９号補正予算（案）」に関する教

育委員会の意見について  

 「令和５年度足立区一般会計第９号補正予算（案）」について、足立

区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものと

する。  

 

 （提案理由）  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第７号議案説明資料 
 令和６年２月９日 

件   名 
「令和５年度足立区一般会計第９号補正予算（案）」に関する教育委員会

の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、予算案の

作成にあたり足立区長より意見を求められた。内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

 

１ 予算名 

  令和５年度足立区一般会計第９号補正予算（案） 

２ 主な内容 

Ｐ９～１１のとおり 

 



参考資料

（１）一般会計（歳入）

補正前の額 補正額 補正後の額

款 項 （千円） （千円） （千円）

　13　分担金及び負担金 834,513 152,551 987,064

　1　負担金 834,513 152,551 987,064

　14　使用料及び手数料 346,865 △ 1,677 345,188

　1　使用料 346,865 △ 1,677 345,188

　15　国庫支出金 9,509,595 141,822 9,651,417

　1　国庫負担金 8,459,668 162,519 8,622,187

　2　国庫補助金 1,045,489 △ 19,332 1,026,157

　3　国庫委託金 4,438 △ 1,365 3,073

　16　都支出金 8,284,246 △ 39,767 8,244,479

　1　都負担金 3,716,552 70,074 3,786,626

　2　都補助金 4,561,753 △ 106,114 4,455,639

　3　都委託金 5,941 △ 3,727 2,214

　17　財産収入 56,802 △ 7,963 48,839

　1　財産運用収入 56,502 △ 7,963 48,539

　2　財産売払収入 300 0 300

　18　寄付金 　 7,894 10,585 18,479

　1　寄付金 7,894 10,585 18,479

　19　繰入金 5,604,458 △ 1,272,896 4,331,562

　1　基金繰入金 5,604,458 △ 1,272,896 4,331,562

　21　諸収入 205,284 6,811 212,095

　3　貸付金元利収入 63,420 0 63,420

　5　雑入 141,864 6,811 148,675

　22 特別区債 1,531,000 0 1,531,000

 2 教育債 1,531,000 0 1,531,000

26,380,657 △ 1,010,534 25,370,123

科　　　　目

歳　　入　　合　　計

令和５年度教育関係第９号補正予算（案）について

9



参考資料

（２）一般会計（歳出）

補正前の額 補正額 補正後の額

款 項 （千円） （千円） （千円）

　2　総務費 4,154,701 △ 555,535 3,599,166

　1　総務管理費 4,154,701 △ 555,535 3,599,166

　3　民生費 31,185,404 167,810 31,353,214

　2　児童福祉費 31,185,404 167,810 31,353,214

　7　教育費 41,001,195 3,722,361 44,723,556

　1　教育総務費 10,102,540 5,396,696 15,499,236

　2　小学校費 12,196,955 △ 771,666 11,425,289

　3　中学校費 10,356,045 △ 678,866 9,677,179

　4　校外施設費 287,637 △ 6,894 280,743

　5　幼稚園費 4,586,607 △ 106,521 4,480,086

　6　社会教育費 3,077,386 △ 98,460 2,978,926

　7　社会体育費 394,025 △ 11,928 382,097

76,341,300 3,334,636 79,675,936

科　　　　目

歳　　出　　合　　計

10



参考資料

№ 事 項 名 限　　　度　　　額

1 
花畑地域学習センター吸収冷温水機伝熱管の
修繕

令和5年度から
令和6年度まで

19,800千円

2 足立区こども未来創造館の管理運営
令和5年度から
令和8年度まで

足立区が指定管理者との協
定に基づき負担する施設の
管理運営費

3 足立区西新井文化ホールの管理運営
令和5年度から
令和8年度まで

足立区が指定管理者との協
定に基づき負担する施設の
管理運営費

（３）債務負担行為

期　　間

１　追加

11
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第８号議案

「令和６年度足立区一般会計当初予算（案）」に関する教育委員

会の意見について  

上記の議案を提出する。

  令和６年２月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

「令和６年度足立区一般会計当初予算（案）」に関する教育委員

会の意見について

 「令和６年度足立区一般会計当初予算（案）」について、足立区長よ

り教育委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。 

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第８号議案説明資料 
令和６年２月９日 

件   名 
「令和６年度足立区一般会計当初予算（案）」に関する教育委員会の意見

について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、予算案

の作成にあたり足立区長より意見を求められた。内容を踏まえ、教育委員会

として、これに異議はないものとする。 

 

１ 予算名 

  令和６年度足立区一般会計当初予算（案） 

２ 主な内容 

Ｐ１５～１７のとおり 

 



参考資料

(１)一般会計（歳入）

款 項

999,608 1,239,474 △ 239,866 △ 19.4%

 1 負担金 999,608 1,239,474 △ 239,866 △ 19.4%

354,861 349,236 5,625 1.6%

 1 使用料 354,861 349,236 5,625 1.6%

9,965,464 9,505,504 459,960 4.8%

 1 国庫負担金 8,600,667 8,459,668 140,999 1.7%

 2 国庫補助金 1,363,997 1,044,654 319,343 30.6%

 3 国庫委託金 800 1,182 △ 382 △ 32.3%

8,751,502 7,737,154 1,014,348 13.1%

 1 都負担金 3,744,670 3,716,552 28,118 0.8%

 2 都補助金 5,004,272 4,014,661 989,611 24.6%

 3 都委託金 2,560 5,941 △ 3,381 △ 56.9%

133,899 56,802 77,097 135.7%

 1 財産運用収入 133,499 56,502 76,997 136.3%

 2 財産売払収入 400 300 100 33.3%

33,272 7,894 25,378 321.5%

 1 寄付金 33,272 7,894 25,378 321.5%

10,466,491 5,911,701 4,554,790 77.0%

 1 基金繰入金 10,466,491 5,911,701 4,554,790 77.0%

181,885 188,392 △ 6,507 △ 3.5%

 3 貸付金元利収入 63,721 63,420 301 0.5%

 5 雑入 118,164 124,972 △ 6,808 △ 5.4%

0 1,531,000 △ 1,531,000 △ 100.0%

 2 教育債 0 1,531,000 △ 1,531,000 △ 100.0%

30,886,982 26,527,157 4,359,825 16.4%歳　入　合　計

 18 寄付金

 19 繰入金

 21 諸収入

 22 特別区債

令和６年度教育関係当初予算(案)について

 13 分担金及び負担金

 14 使用料及び手数料

 15 国庫支出金

 16 都支出金

 17 財産収入

令和６年度
予算額（千円）

令和５年度
予算額（千円）

増減額
（千円）

増減率
（％）

科　　　　目
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参考資料
(２)一般会計（歳出）

款 項

1,956,421 4,154,701 △ 2,198,280 △ 52.9%

 1 総務管理費 1,956,421 4,154,701 △ 2,198,280 △ 52.9%

33,958,444 31,953,777 2,004,667 6.3%

 2 児童福祉費 33,958,444 31,953,777 2,004,667 6.3%

47,446,956 40,774,710 6,672,246 16.4%

 1 教育総務費 11,715,414 9,077,383 2,638,031 29.1%

 2 小学校費 14,541,759 12,172,886 2,368,873 19.5%

 3 中学校費 12,187,466 11,282,384 905,082 8.0%

 4 校外施設費 267,216 287,637 △ 20,421 △ 7.1%

 5 幼稚園費 4,378,290 4,490,967 △ 112,677 △ 2.5%

 6 社会教育費 3,552,143 3,070,992 481,151 15.7%

 7 社会体育費 804,668 392,461 412,207 105.0%

83,361,821 76,883,188 6,478,633 8.4%

増減額
（千円）

増減率
（％）

科　　　　目

歳　出　合　計

 02 総務費

 03 民生費

 07 教育費

令和６年度
予算額（千円）

令和５年度
予算額（千円）
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参考資料

（３）債務負担行為

№ 事 項 名 期　　間 限　　　度　　　額

1 足立はばたき塾委託
令和7年度から
令和7年度まで

31,528千円

2 足立区学力定着に関する総合調査委託
令和6年度から
令和7年度まで

53,347千円

3 鋸南自然の家斜面対策調査設計委託
令和7年度から
令和7年度まで

21,742千円

4 入谷中学校大規模改修工事（第一期）
令和7年度から
令和7年度まで

276,000千円

5 北鹿浜小学校校舎等の解体工事
令和7年度から
令和7年度まで

357,220千円

6 宮城小学校施設更新に伴う設計等業務委託
令和7年度から
令和8年度まで

300,000千円

7 
千寿常東小学校施設更新に伴う設計等業務委
託

令和7年度から
令和7年度まで

200,000千円

8 
不登校児童・生徒に対する居場所支援事業委
託（区西部地域）

令和6年度から
令和11年度まで

46,500千円

9 公立保育園の民営化事業
令和6年度から
令和7年度まで

60,060千円

10 
郷土博物館オープニングセレモニー会場設営及
び撤去等業務委託

令和6年度から
令和7年度まで

1,870千円

11 中央本町体育館空調設備賃借
令和6年度から
令和16年度まで

69,330千円

12 高野小学校跡地スポーツ施設新設工事
令和7年度から
令和7年度まで

975,110千円

13 
高野小学校跡地スポーツ施設新設工事監理委
託

令和6年度から
令和7年度まで

25,300千円

14 足立区立やよい保育園の管理運営
令和6年度から
令和17年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

15 足立区立さつき保育園の管理運営
令和6年度から
令和17年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

16 足立区立せきや保育園の管理運営
令和6年度から
令和17年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

17 足立区立興本保育園の管理運営
令和6年度から
令和17年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

18 足立区立竹の塚北保育園の管理運営
令和6年度から
令和17年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

19 足立区こども未来創造館の管理運営
令和6年度から
令和8年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

20 足立区西新井文化ホールの管理運営
令和6年度から
令和8年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

21 足立区立足立学童保育室の管理運営
令和6年度から
令和11年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費

22 足立区立つぼみ学童保育室の管理運営
令和6年度から
令和11年度まで

足立区が指定管理者との協定に基
づき負担する施設の管理運営費
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第９号議案

「区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改正す

る条例」に関する教育委員会の意見について

上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫

「区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改正す

る条例」に関する教育委員会の意見について

 「区長の権限に属する事務の委任等に関する条例」の一部改正にあた

り、足立区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異議はな

いものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第９号議案説明資料 

令和６年２月９日 

件  名 
「区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改正する条

例」に関する教育委員会の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内  容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、条例

の一部改正にあたり足立区長より意見を求められた。改正理由及び内容を

踏まえ、教育委員会として、これに異議はないものとする。 

 

１ 条例名 

  区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改正する条例 

  ※ 本条例は、地方自治法第１８０条の２の規定に基づき、区長の権

限に属する事務の教育委員会への委任等について定めている。現状

では、保育に関する事務が規定されている。 

 

２ 改正理由 

  令和６年度組織・定数の内示により、区長部局で実施している学童保

育に関する事務を、地域のちから推進部から子ども家庭部に移管するこ

ととされたため。 

 

３ 改正内容 

第１条中「（６）保育に関すること。」の次に「（７）放課後児童健

全育成事業に関すること。」を加える。 

  ※ 放課後児童健全育成事業とは、児童福祉法において「小学校に就

学している児童であって、その保護者が労働等により昼間家庭にい

ないものに、授業の終了後に児童厚生施設等の施設を利用して適切

な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図る事業をいう」

ものとされ、学童保育が含まれる。 

 

４ 新旧対照表 

  Ｐ２１のとおり 

 

５ 施行年月日 

令和６年４月１日 

 

６ 今後の方針 

 （１）本意見聴取後、令和６年第１回定例会に条例改正に係る議案を提

出する。 

 （２）条例改正と併せて「区長の権限に属する事務の委任等に関する条

例施行規則」を改正し、規定を整備する。 

改正内容は、委任事項の詳細の規定である。 
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区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改正する条例 新旧対照表（案） 

 

改正前 改正後 

○区長の権限に属する事務の委任等に関する条例 ○区長の権限に属する事務の委任等に関する条例 

平成23年３月２日条例第３号 平成23年３月２日条例第３号 

（委任） （委任） 

第１条 地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第180条の

２の規定に基づき、区長は、次の事務を足立区教育委員会（以下「教育委

員会」という。）に委任する。 

第１条 地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第180条の

２の規定に基づき、区長は、次の事務を足立区教育委員会（以下「教育委

員会」という。）に委任する。 

(１) 子ども施策の総合的推進及び調整に関すること。 (１) 子ども施策の総合的推進及び調整に関すること。 

(２) 新たな子ども支援及び子育て支援の仕組みに関すること。 (２) 新たな子ども支援及び子育て支援の仕組みに関すること。 

(３) 私立幼稚園、私立専修学校及び私立各種学校等に関すること。 (３) 私立幼稚園、私立専修学校及び私立各種学校等に関すること。 

(４) 認定こども園に関すること。 (４) 認定こども園に関すること。 

(５) 子ども・子育て支援事業計画に関すること。 (５) 子ども・子育て支援事業計画に関すること。 

(６) 保育に関すること。 (６) 保育に関すること。 

（新設） (７) 放課後児童健全育成事業に関すること。 

第２条及び第３条 省略 第２条及び第３条 現行のとおり 

   付 則 

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。 
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第   号議案  

   区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改正する

条例  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月  日  

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生  

 

   区長の権限に属する事務の委任等に関する条例の一部を改正する

条例  

 区長の権限に属する事務の委任等に関する条例（平成２３年足立区条

例第３号）の一部を次のように改正する。  

 第１条に次の１号を加える。  

 （７）  放課後児童健全育成事業に関すること。  

   付  則  

 この条例は、令和６年４月１日から施行する。  

 

 （提案理由）  

 放課後児童健全育成事業に関する事務を足立区教育委員会に委任する

必要があるので、この条例案を提出いたします。  
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第１０号議案  

   「足立区住区センター条例の一部を改正する条例」に関する教育

委員会の意見について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日  

      提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

   「足立区住区センター条例の一部を改正する条例」に関する教育

委員会の意見について  

 「足立区住区センター条例」の一部改正にあたり、足立区長より教育

委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

 

 （提案理由）  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第１０号議案説明資料 
 令和６年２月９日 

件   名 
「足立区住区センター条例の一部を改正する条例」に関する教育委員会の

意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、条例の一

部改正にあたり足立区長より意見を求められた。改正理由を踏まえ、教育委員

会として、これに異議はないものとする。 

１ 改正の理由 

区長の権限に属する事務である学童保育業務について、令和６年度から

足立区教育委員会へ移管するに当たり、条例中に区長の権限を足立区教育

委員会に委任するための条項等を規定する必要があるため。 

 

２ 主な改正内容（※ 詳細は、Ｐ２６～３０を参照） 

（１）第１４条（事務の委任）の規定を新たに追加 

  ア 学童保育室に関する事務の委任 

  イ アのうち、設備の維持管理に関する事務については、校内に設置する

住区センターの分室等、同センターの施設管理と切り分けられる施設に

おける学童保育室に係るものに限り委任 

（２）第１４条関係として、「学童保育室の設備管理に係る委任」に関する項目

を別表第１に追加 

 

３ 施行年月日 

令和６年４月１日 
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足立区住区センター条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正前 改正後 

○足立区住区センター条例 ○足立区住区センター条例 

平成２年３月30日条例第８号 平成２年３月30日条例第８号 

  

第１条から第１３条まで 省略 第１条から第１３条まで 改正前のとおり 

  

（新設）  （事務の委任） 

 第14条 区長は、この条例（これに基づく規則を含む。）に定める学童保育

室に関する事務（このうち設備の維持管理に関する事務については、別表

第１に定める学童保育室に係るものに限る。）を足立区教育委員会に委任

する。 

  

（委任） （委任） 

第14条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 第15条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

  

付 則 省略 付 則 改正前のとおり 

  

（追加）    付 則（令和６年●月●日条例第●号） 

  （施行期日） 

１ この条例は、令和６年４月１日（以下「施行日」という。）から施行す

る。 

  （経過措置） 

 ２ 施行日前にこの条例による改正前の足立区住区センター条例（以下「旧

条例」という。）の規定により区長が行った学童保育室に係る処分その他

の行為で現に効力を有するもの又は旧条例の規定により区長に対してされ

た学童保育室に係る申請その他の行為で施行日以後に処理されることとな

るものは、それぞれこの条例による改正後の足立区住区センター条例の規
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改正前 改正後 

定により足立区教育委員会が行った処分その他の行為又は足立区教育委員

会に対してされた申請その他の行為とみなす。 

別表第１ （全部を改める） 別表第１（第３条、第１４条関係） 

     

名称 位置 

学童保育室の設

備管理に係る委

任 

     足立区梅島住区センター 足立区梅島二丁目14番５号  

     足立区江北コミュニティセ

ンター 

足立区江北二丁目８番２号 
 

     足立区青井住区センター 足立区青井五丁目11番40－

101号 
 

     足立区中央本町住区センタ

ー 

足立区中央本町三丁目15番１

号 
 

    足立区中央本町二丁目５番１

号 
○ 

     足立区六木住区センター 足立区六木三丁目39番５―

101号 
 

     足立区渕江住区センター 足立区西保木間一丁目２番１

－101号 
 

    足立区西保木間三丁目14番16

－101号 
 

     足立区竹の塚六月住区セン

ター 

足立区六月二丁目26番３―

101号 
 

    足立区竹の塚一丁目８番１号 ○ 

     足立区西新井住区センター 足立区西新井一丁目４番17号  

     足立区加賀住区センター 足立区加賀二丁目31番６―

101号 
 

     足立区五反野コミュニティ足立区西綾瀬二丁目１番13号  
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改正前 改正後 

    センター 足立区西綾瀬四丁目７番27号 ○ 

     足立区花保住区センター 足立区東保木間一丁目25番４

―101号 
 

     足立区東和住区センター 足立区東和三丁目12番９号  

    足立区東和三丁目20番22号 ○ 

     足立区佐野住区センター 足立区佐野二丁目43番５号  

     足立区弘道住区センター 足立区弘道二丁目16番１―

101号 
 

    足立区弘道一丁目20番８号 ○ 

     足立区島根住区センター 足立区島根四丁目19番１―

101号 
 

     足立区西新井本町住区セン

ター 

足立区西新井本町二丁目30番

37号 
 

     足立区扇住区センター 足立区扇一丁目47番38号  

     足立区伊興住区センター 足立区伊興五丁目22番13号  

    足立区伊興四丁目６番７号 ○ 

     足立区舎人住区センター 足立区舎人一丁目３番26号  

    足立区舎人一丁目25番32号 ○ 

     足立区南花畑住区センター 足立区南花畑三丁目14番７号  

     足立区保塚住区センター 足立区保塚町７番16号  

    足立区六町三丁目３番11号 ○ 

     足立区綾瀬住区センター 足立区綾瀬三丁目17番９号  

     足立区千住本町住区センタ

ー 

足立区千住五丁目６番２号 
 

     足立区加平住区センター 足立区加平一丁目10番６号  

     足立区栗原北住区センター 足立区栗原四丁目19番15号  

     足立区梅田住区センター 足立区梅田六丁目26番１号  

    足立区梅田七丁目13番１号 ○ 
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改正前 改正後 

     足立区江南住区センター 足立区小台二丁目４番18号  

     足立区興本住区センター 足立区本木東町17番10号  

     足立区鹿浜住区センター 足立区鹿浜六丁目８番１号  

     足立区新田住区センター 足立区新田二丁目２番２号  

     足立区入谷住区センター 足立区舎人六丁目12番４―

101号 
 

    足立区入谷三丁目８番１号 ○ 

     足立区大谷田住区センター 足立区大谷田一丁目１番２―

101号 
 

    足立区大谷田二丁目１番10号 ○ 

     足立区栗島住区センター 足立区中央本町四丁目５番２

号 
 

     足立区長門住区センター 足立区中川二丁目24番２－

101号 
 

    足立区中川四丁目43番４号  

     足立区平野住区センター 足立区平野二丁目２番14号  

    足立区平野三丁目６番３号 ○ 

     足立区大谷田谷中住区セン

ター 

足立区大谷田四丁目16番６号 
 

     足立区東綾瀬住区センター 足立区東綾瀬一丁目28番７号  

    足立区東和一丁目17番12号 ○ 

     足立区千住あずま住区セン

ター 

足立区千住東二丁目21番18号  

    足立区千住旭町10番31号 ○ 

     足立区神明住区センター 足立区神明南二丁目６番19号  

    足立区谷中五丁目12番１号 ○ 

     足立区千住河原町住区セン

ター 

足立区千住河原町５番12号  

    足立区千住桜木一丁目８番15

号 
○ 
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改正前 改正後 

     足立区西伊興住区センター 足立区西伊興一丁目12番12号  

    足立区伊興二丁目６番１号 ○ 

     足立区本木関原住区センタ

ー 

足立区関原一丁目21番11号 
 

     足立区東伊興住区センター 足立区東伊興一丁目５番22号  

    足立区東伊興三丁目23番６号  

     足立区押皿谷住区センター 足立区鹿浜八丁目27番15号  

     足立区花畑住区センター 足立区花畑四丁目16番８号  

     足立区西新井栄町住区セン

ター 

足立区西新井栄町三丁目１番

６―101号 
 

    足立区西新井本町四丁目９番

27号 
○ 

     足立区千住柳町住区センタ

ー 

足立区千住柳町12番５号  

    足立区千住大川町17番１号 ○ 

     足立区桜花住区センター 足立区花畑六丁目４番16号  

    足立区花畑八丁目２番６号  

     備考 右欄に丸印の付された位置に存する学童保育室については、第１４

条の規定によりその設備の維持管理に関する事務を足立区教育委員会

に委任するものとする。 

      

別表第２ 省略 別表第２ 改正前のとおり 
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第  号議案                            

   足立区住区センター条例の一部を改正する条例      

 上記の議案を提出する。                      

  令和６年  月  日                      

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生     

 

   足立区住区センター条例の一部を改正する条例      

 足立区住区センター条例（平成２年足立区条例第８号）の一部を次の

ように改正する。                    

 第１４条を第１５条とし、第１３条の次に次の１条を加える。  

 （事務の委任）  

第１４条  区長は、この条例（これに基づく規則を含む。）に定める学

童保育室に関する事務（このうち設備の維持管理に関する事務につい

ては、別表第１に定める学童保育室に係るものに限る。）を足立区教

育委員会に委任する。  

 別表第１を次のように改める。  

別表第１（第３条、第１４条関係）  

名称  位置  

学 童 保 育 室 の

設 備 管 理 に 係

る委任  

足立区梅島住区セ

ンター  

足立区梅島二丁目１４番５号  
 

足立区江北コミュ

ニティセンター  

足立区江北二丁目８番２号  
 

足立区青井住区セ

ンター  

足立区青井五丁目１１番４０－

１０１号  
 

足立区中央本町住  足立区中央本町三丁目１５番１   
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区センター  号   

 足立区中央本町二丁目５番１号  ○  

足立区六木住区セ

ンター  

足立区六木三丁目３９番５－１

０１号  
 

足立区渕江住区セ

ンター  

足立区西保木間一丁目２番１―

１０１号  
 

 足立区西保木間三丁目１４番１

６－１０１号  
 

足立区竹の塚六月

住区センター  

足立区六月二丁目２６番３－１

０１号  
 

 足立区竹の塚一丁目８番１号  ○  

足立区西新井住区

センター  

足立区西新井一丁目４番１７号  
 

足立区加賀住区セ

ンター  

足立区加賀二丁目３１番６―１

０１号  
 

足立区五反野コミ

ュニティセンター  

足立区西綾瀬二丁目１番１３号  
 

 足立区西綾瀬四丁目７番２７号  ○  

足立区花保住区セ

ンター  

足立区東保木間一丁目２５番４

－１０１号  
 

足立区東和住区セ

ンター  

足立区東和三丁目１２番９号  
 

 足立区東和三丁目２０番２２号  ○  

足立区佐野住区セ

ンター  

足立区佐野二丁目４３番５号  
 

足立区弘道住区セ

ンター  

足立区弘道二丁目１６番１―１

０１号  
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 足立区弘道一丁目２０番８号  ○  

足立区島根住区セ

ンター  

足立区島根四丁目１９番１－１

０１号  
 

足立区西新井本町

住区センター  

足立区西新井本町二丁目３０番

３７号  
 

足立区扇住区セン

ター  

足立区扇一丁目４７番３８号  
 

足立区伊興住区セ

ンター  

足立区伊興五丁目２２番１３号  
 

 足立区伊興四丁目６番７号  ○  

足立区舎人住区セ

ンター  

足立区舎人一丁目３番２６号  
 

 足立区舎人一丁目２５番３２号  ○  

足立区南花畑住区

センター  

足立区南花畑三丁目１４番７号  
 

足立区保塚住区セ

ンター  

足立区保塚町７番１６号  
 

 足立区六町三丁目３番１１号  ○  

足立区綾瀬住区セ

ンター  

足立区綾瀬三丁目１７番９号  
 

足立区千住本町住

区センター  

足立区千住五丁目６番２号  
 

足立区加平住区セ

ンター  

足立区加平一丁目１０番６号  
 

足立区栗原北住区

センター  

足立区栗原四丁目１９番１５号  
 

足立区梅田住区セ  足立区梅田六丁目２６番１号   
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ンター  足立区梅田七丁目１３番１号  ○  

足立区江南住区セ

ンター  

足立区小台二丁目４番１８号  
 

足立区興本住区セ

ンター  

足立区本木東町１７番１０号  
 

足立区鹿浜住区セ

ンター  

足立区鹿浜六丁目８番１号  
 

足立区新田住区セ

ンター  

足立区新田二丁目２番２号  
 

足立区入谷住区セ

ンター  

足立区舎人六丁目１２番４－１

０１号  
 

 足立区入谷三丁目８番１号  ○  

足立区大谷田住区

センター  

足立区大谷田一丁目１番２－１

０１号  
 

 足立区大谷田二丁目１番１０号  ○  

足立区栗島住区セ

ンター  

足立区中央本町四丁目５番２号  
 

足立区長門住区セ

ンター  

足立区中川二丁目２４番２－１

０１号  
 

 足立区中川四丁目４３番４号   

足立区平野住区セ

ンター  

足立区平野二丁目２番１４号  
 

 足立区平野三丁目６番３号  ○  

足立区大谷田谷中

住区センター  

足立区大谷田四丁目１６番６号  
 

足立区東綾瀬住区

センター  

足立区東綾瀬一丁目２８番７号  
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 足立区東和一丁目１７番１２号  ○  

足立区千住あずま

住区センター  

足立区千住東二丁目２１番１８

号  
 

 足立区千住旭町１０番３１号  ○  

足立区神明住区セ

ンター  

足立区神明南二丁目６番１９号  
 

 足立区谷中五丁目１２番１号  ○  

足立区千住河原町

住区センター  

足立区千住河原町５番１２号  
 

 足立区千住桜木一丁目８番１５

号  
○  

足立区西伊興住区

センター  

足立区西伊興一丁目１２番１２

号  
 

 足立区伊興二丁目６番１号  ○  

足立区本木関原住

区センター  

足立区関原一丁目２１番１１号  
 

足立区東伊興住区

センター  

足立区東伊興一丁目５番２２号  
 

 足立区東伊興三丁目２３番６号   

足立区押皿谷住区

センター  

足立区鹿浜八丁目２７番１５号  
 

足立区花畑住区セ

ンター  

足立区花畑四丁目１６番８号  
 

足立区西新井栄町

住区センター  

足立区西新井栄町三丁目１番６

―１０１号  
 

 足立区西新井本町四丁目９番２

７号  
○  
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足立区千住柳町住

区センター  

足立区千住柳町１２番５号  
 

 足立区千住大川町１７番１号  ○  

足立区桜花住区セ

ンター  

足立区花畑六丁目４番１６号  
 

 足立区花畑八丁目２番６号   

 備考  右欄に丸印の付された位置に存する学童保育室については、第

１４条の規定によりその設備の維持管理に関する事務を足立区教育

委員会に委任するものとする。  

   付  則                            

 （施行期日）  

１  この条例は、令和６年４月１日（以下「施行日」という。）から施

行する。  

 （経過措置）  

２  施行日前にこの条例による改正前の足立区住区センター条例（以下

「旧条例」という。）の規定により区長が行った学童保育室に係る処

分その他の行為で現に効力を有するもの又は旧条例の規定により区長

に対してされた学童保育室に係る申請その他の行為で施行日以後に処

理されることとなるものは、それぞれこの条例による改正後の足立区

住区センター条例の規定により足立区教育委員会が行った処分その他

の行為又は足立区教育委員会に対してされた申請その他の行為とみな

す。  

 

 （提案理由）  

 学童保育室の事務を足立区教育委員会に委任するとともに、規定を整

備する必要があるので、この条例案を提出いたします。  
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  ５ 足 地 文 収 第 ２８７７ 号 

  令 和 ６ 年 １ 月 ３ １ 日  

 

 

足立区教育委員会 

  教育長  大 山 日出夫 様 

 

 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

 

 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

 

 

令和６年第１回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

 

記 

 

（議案名） 

１ 足立区住区センター条例の一部を改正する条例 

２ 足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例 

３ 足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改正す

る条例 

４ 足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例 
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第１１号議案

「足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例」に関する教育

委員会の意見について

上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

「足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例」に関する教育

委員会の意見について

 「足立区立学童保育室条例」の一部改正にあたり、足立区長より教育

委員会の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

（提案理由）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第１１号議案説明資料 
 令和６年２月９日 

件   名 
「足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例」に関する教育委員会の

意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、条例の一

部改正にあたり足立区長より意見を求められた。改正理由を踏まえ、教育委員

会として、これに異議はないものとする。 

１ 改正の理由 

区長の権限に属する事務である学童保育業務について、令和６年度から

足立区教育委員会へ移管するに当たり、条例中に区長の権限を足立区教育

委員会に委任するための条項等を規定するとともに、規定を整備する必要

があるため。 

 

２ 主な改正内容（※ 詳細は、Ｐ４０～４１を参照） 

（１）条文中の「区長」を「教育委員会」に改める。 

（２）第１２条（事務の委任）の規定を新たに追加 

ア 学童保育室に関する事務の委任 

（３）付則に、関連条例である「足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁

償に関する条例」の一部を改正するための規定を置き、足立区立学童保育

室指定管理者選定審査会及び足立区立学童保育室指定管理者等評価委員会

の設置主体を区長から足立区教育委員会に改める。 

 

３ 施行年月日 

令和６年４月１日 
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足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正前 改正後 

○足立区立学童保育室条例 ○足立区立学童保育室条例 

昭和51年３月31日条例第22号 昭和51年３月31日条例第22号 

  

第１条から第８条まで 省略 第１条から第８条まで 省略 

  

（指定管理者選定審査会） （指定管理者選定審査会） 

第８条の２ 前条第２項に規定する指定管理者の候補者の選定審査を適正に

行うため、区長の附属機関として足立区立学童保育室指定管理者選定審査

会（以下「審査会」という。）を置く。 

第８条の２ 前条第２項に規定する指定管理者の候補者の選定審査を適正に

行うため、足立区教育委員会（以下「教育委員会」という。）の附属機関

として足立区立学童保育室指定管理者選定審査会（以下「審査会」という。）

を置く。 

２ 審査会は、前項に規定する選定審査に関し優れた識見を有する者のうち

から、区長が選定審査に必要な期間を定めて委嘱又は任命する委員８人以

内をもつて組織する。 

２ 審査会は、前項に規定する選定審査に関し優れた識見を有する者のうち

から、教育委員会が選定審査に必要な期間を定めて委嘱又は任命する委員

８人以内をもって組織する。 

３ 前項に定めるもののほか、審査会の組織及び運営について必要な事項は、

規則で定める。 

３ 前項に定めるもののほか、審査会の組織及び運営について必要な事項は、

規則で定める。 

（指定管理者等評価委員会） （指定管理者等評価委員会） 

第11条 指定管理者及び区が行う学童保育室の管理に関する業務が適正に行

われているかを評価するため、区長の附属機関として足立区立学童保育室

指定管理者等評価委員会（以下「評価委員会」という。）を置く。 

第11条 指定管理者及び区が行う学童保育室の管理に関する業務が適正に行

われているかを評価するため、教育委員会の附属機関として足立区立学童

保育室指定管理者等評価委員会（以下「評価委員会」という。）を置く。 

２ 評価委員会は、前項に規定する評価に関し優れた識見を有する者のうち

から、区長が評価に必要な期間を定めて委嘱又は任命する委員８人以内を

もって組織する。 

２ 評価委員会は、前項に規定する評価に関し優れた識見を有する者のうち

から、教育委員会が評価に必要な期間を定めて委嘱又は任命する委員８人

以内をもって組織する。 

３ 前項に定めるもののほか、評価委員会の組織及び運営について必要な事

項は、規則で定める。 

３ 前項に定めるもののほか、評価委員会の組織及び運営について必要な事

項は、規則で定める。 

 （事務の委任） 

 第12条 区長は、この条例に定める事務を教育委員会に委任する。 
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改正前 改正後 

（委任） （委任） 

第12条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 第13条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

  

 付 則（令和６年〇月〇日条例第〇号） 

 （施行期日） 

 １ この条例は、令和６年４月１日（以下「施行日」という。）から施行す

る。 

  （経過措置） 

２ 施行日前にこの条例による改正前の足立区立学童保育室条例（以下「旧

条例」という。）の規定により区長が行った処分その他の行為で現に効力

を有するもの又は旧条例の規定により区長に対してされた申請その他の行

為で施行日以後に処理されることとなるものは、それぞれこの条例による

改正後の足立区立学童保育室条例の規定により足立区教育委員会が行った

処分その他の行為又は足立区教育委員会に対してされた申請その他の行為

とみなす。 

 （足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例の一部改正） 

 ３ 足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例（昭和39年

足立区条例第17号）の一部を次のように改正する。 

 別表区長の部足立区立学童保育室指定管理者選定審査会の項及び足立区

立学童保育室指定管理者等評価委員会の項を削り、同表教育委員会の部に

次のように加える。 

  

 
足立区立学童保育室指定

管理者選定審査会 

日額 8,000円 

足立区立学童保育室指定

管理者等評価委員会 

日額 8,000円 
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第  号議案                             

   足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例        

 上記の議案を提出する。                      

  令和６年  月  日                      

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生     

 

   足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例  

 足立区立学童保育室条例（昭和５１年足立区条例第２２号）の一部を

次のように改正する。  

第８条の２第１項中「区長」を「足立区教育委員会（以下「教育委員

会」という。）」に改め、同条第２項中「区長」を「教育委員会」に改め

る。  

第１１条第１項及び第２項中「区長」を「教育委員会」に改める。  

第１２条を第１３条とし、第１１条の次に次の１条を加える。  

 （事務の委任）  

第１２条  区長は、この条例に定める事務を教育委員会に委任する。  

   付  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、令和６年４月１日（以下「施行日」という。）から施行

する。  

 （経過措置）  

２  施行日前にこの条例による改正前の足立区立学童保育室条例（以下

「旧条例」という。）の規定により区長が行った処分その他の行為で現

に効力を有するもの又は旧条例の規定により区長に対してされた申請

その他の行為で施行日以後に処理されることとなるものは、それぞれ

この条例による改正後の足立区立学童保育室条例の規定により足立区

教育委員会が行った処分その他の行為又は足立区教育委員会に対して

された申請その他の行為とみなす。  
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（足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例の一部

改正）  

３  足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例（昭和

３９年足立区条例第１７号）の一部を次のように改正する。  

別表区長の部足立区立学童保育室指定管理者選定審査会の項及び足

立区立学童保育室指定管理者等評価委員会の項を削り、同表教育委員

会の部に次のように加える。  

足立区立学童保育室指定管理者

選定審査会  

日額  ８，０００円  

足立区立学童保育室指定管理者

等評価委員会  

日額  ８，０００円  

 

（提案理由）  

 学童保育室の事務を足立区教育委員会に委任するとともに、規定を整

備する必要があるので、この条例案を提出いたします。  
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  ５ 足 地 文 収 第 ２８７７ 号 

  令 和 ６ 年 １ 月 ３ １ 日  

 

 

足立区教育委員会 

  教育長  大 山 日出夫 様 

 

 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

 

 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

 

 

令和６年第１回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

 

記 

 

（議案名） 

１ 足立区住区センター条例の一部を改正する条例 

２ 足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例 

３ 足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改正す

る条例 

４ 足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例 
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第１２号議案  

   「足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を

改正する条例」に関する教育委員会の意見について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日  

      提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

   「足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を

改正する条例」に関する教育委員会の意見について  

 「足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例」の一部改正

にあたり、足立区長より教育委員会の意見を求められたので、これに異

議はないものとする。  

 

 （提案理由）  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第１２号議案説明資料 
令和６年２月９日 

件   名 
「足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改正す

る条例」に関する教育委員会の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、条例

の一部改正にあたり足立区長より意見を求められた。改正理由を踏まえ、

教育委員会として、これに異議はないものとする。 

１ 改正の理由 

区長の権限に属する事務である学童保育業務について、令和６年度か

ら足立区教育委員会へ移管するに当たり、条例中の区長の権限を足立区

教育委員会に委任するための規定整備等を行う必要があるため。 

 

２ 主な改正内容（※ 詳細は、Ｐ４７～４９を参照） 

（１）条文中の「区長」を「教育委員会」に改める 

  ア 民設学童保育室設置促進補助金交付審査会に係る事務の委任 

（２）付則に、関連条例である「足立区附属機関の構成員の報酬および費

用弁償に関する条例」の一部を改正するための規定を置き、足立区民

設学童保育室設置促進補助金交付審査会の設置主体を区長から足立区

教育委員会に改める。 

 

３ 施行年月日 

令和６年４月１日 
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足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正前 改正後 

○足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例 ○足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例 

令和２年３月25日条例第４号 令和２年３月25日条例第４号 

足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例を公布する。 足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例を公布する。 

足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例 足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例 

（設置） （設置） 

第１条 足立区における民設学童保育室の開設に係る補助金（以下「補助金」

という。）の交付について、適正かつ効率的に処理するため、区長の附属

機関として、足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会（以下「審

査会」という。）を設置する。 

第１条 足立区における民設学童保育室の開設に係る補助金（以下「補助金」

という。）の交付について、適正かつ効率的に処理するため、足立区教育

委員会（以下「教育委員会」という。）の附属機関として、足立区民設学

童保育室設置促進補助金交付審査会（以下「審査会」という。）を設置す

る。 

（定義） （定義） 

第２条 この条例において「民設学童保育室」とは、児童福祉法（昭和22年

法律第164号）第34条の８第２項の規定により国、都道府県及び区市町村以

外の者が放課後児童健全育成事業を行う施設をいう。 

第２条 この条例において「民設学童保育室」とは、児童福祉法（昭和22年

法律第164号）第34条の８第２項の規定により国、都道府県及び区市町村以

外の者が放課後児童健全育成事業を行う施設をいう。 

（所掌事項） （所掌事項） 

第３条 審査会は、区長の諮問に応じ、補助金の交付に関する事項について

調査又は審議する。 

第３条 審査会は、教育委員会の諮問に応じ、補助金の交付に関する事項に

ついて調査又は審議する。 

（組織） （組織） 

第４条 審査会は、前条に定める事項に関し優れた識見を有する者のうちか

ら、区長が委嘱又は任命する委員６名以内をもって組織する。 

第４条 審査会は、前条に定める事項に関し優れた識見を有する者のうちか

ら、教育委員会が委嘱又は任命する委員６名以内をもって組織する。 

（任期） （任期） 

第５条 委員の任期は、区長が委嘱又は任命した日から調査又は審議が終了

する日までとする。ただし、その期間は、１年を超えないものとする。 

第５条 委員の任期は、教育委員会が委嘱又は任命した日から調査又は審議

が終了する日までとする。ただし、その期間は、１年を超えないものとす

る。 

（会長） （会長） 

第６条 審査会に会長を置く。 第６条 審査会に会長を置く。 
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改正前 改正後 

２ 会長は、審査会を代表し、会務を総理する。 ２ 会長は、審査会を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指定する委員がその職務を

代理する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指定する委員がその職務を

代理する。 

（委員の守秘義務） （委員の守秘義務） 

第７条 審査会の委員又は委員であった者は、その職務に関し知り得た秘密

をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

第７条 審査会の委員又は委員であった者は、その職務に関し知り得た秘密

をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない。 

（会議の非公開） （会議の非公開） 

第８条 審査会の会議は、審査会が調査又は審議に支障がないと認めた場合

を除き、公開しない。 

第８条 審査会の会議は、審査会が調査又は審議に支障がないと認めた場合

を除き、公開しない。 

  
（委任） （委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

規則で定める。 

第９条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

教育委員会規則で定める。 

付 則 付 則 

（施行期日） （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 １ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例の一部改

正） 

（足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例の一部改

正） 

２ 足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例（昭和39年

足立区条例第17号）の一部を次のように改正する。 

２ 足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例（昭和39年

足立区条例第17号）の一部を次のように改正する。 

（次のよう略） （次のよう略） 

 付 則（令和６年〇月〇日条例第〇号） 

 （施行期日） 

 １ この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 （足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例の一部改正） 

 ２ 足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例（昭和39年

足立区条例第17号）の一部を次のように改正する。 

 別表区長の部足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会の項を削
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改正前 改正後 

り、同表教育委員会の部に次のように加える。 

 
 

足立区民設学童保育室設

置促進補助金交付審査会 

日額 8,000円 
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第  号議案                             

   足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改

正する条例        

 上記の議案を提出する。                      

  令和６年  月  日                      

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生     

 

   足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改

正する条例  

 足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例（令和２年足立

区条例第４号）の一部を次のように改正する。  

 第１条中「区長」を「足立区教育委員会（以下「教育委員会」という。）」

に改める。  

 第３条から第５条までの規定中「区長」を「教育委員会」に改める。  

 第９条中「規則」を「教育委員会規則」に改める。  

   付  則  

（施行期日）  

１  この条例は、令和６年４月１日から施行する。  

 （足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例の一部

改正）  

２  足立区附属機関の構成員の報酬および費用弁償に関する条例（昭和

３９年足立区条例第１７号）の一部を次のように改正する。  

別表区長の部足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会の項

を削り、同表教育委員会の部に次のように加える。  

足 立 区 民 設 学 童 保 育 室 設 置 促

進補助金交付審査会  

日額  ８，０００円  

 

（提案理由）  
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 民設学童保育室設置促進補助金交付の事務を足立区教育委員会に委任

することに伴い、規定を整備する必要があるので、この条例案を提出い

たします。  
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  ５ 足 地 文 収 第 ２８７７ 号 

  令 和 ６ 年 １ 月 ３ １ 日  

 

 

足立区教育委員会 

  教育長  大 山 日出夫 様 

 

 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

 

 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

 

 

令和６年第１回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

 

記 

 

（議案名） 

１ 足立区住区センター条例の一部を改正する条例 

２ 足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例 

３ 足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改正す

る条例 

４ 足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例 
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第１３号議案  

   「足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例」に関する教育委員会の意見に

ついて  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日  

      提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

   「足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例」に関する教育委員会の意見に

ついて  

 「足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例」の一部改正にあたり、足立区長より教育委員会の意見を求めら

れたので、これに異議はないものとする。  

 

 （提案理由）  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第１３号議案説明資料 
 令和６年２月９日 

件   名 
「足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例」に関する教育委員会の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、条例の一

部改正にあたり足立区長より意見を求められた。改正理由を踏まえ、教育委員

会として、これに異議はないものとする。 

 

１ 改正の理由 

区長の権限に属する事務である学童保育業務について、令和６年度から

足立区教育委員会へ移管するに当たり、条例中に区長の権限を足立区教育

委員会に委任するための条項等を規定する必要があるため。 

 

２ 主な改正内容（※ 詳細は、Ｐ５５を参照） 

（１）第２２条（事務の委任）の規定を新たに追加 

  ア 放課後児童健全育成事業（学童保育を含む。）の設備及び運営に関す

る基準に係る事務の委任 

 

３ 施行年月日 

令和６年４月１日 
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足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正前 改正後 

○足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例 

○足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例 

平成26年10月27日条例第60号 平成26年10月27日条例第60号 

  

第１条から第21条 省略 第１条から第21条 改正前のとおり 

  

 （事務の委任） 

 第22条 区長は、この条例に定める事務を足立区教育委員会に委任する。 

  

 付 則（令和６年〇月〇日条例第〇号） 

 （施行期日） 

 １ この条例は、令和６年４月１日（以下「施行日」という。）から施行す

る。 

 （経過措置） 

 ２ 施行日前にこの条例による改正前の足立区放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例の規定により区長が行った行為で現

に効力を有するものは、この条例による改正後の足立区放課後児童健全育

成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の規定により足立区教育

委員会が行った行為とみなす。 
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第  号議案                             

   足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例        

 上記の議案を提出する。                      

  令和６年  月  日                      

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生     

 

   足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例  

 足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例（平成２６年足立区条例第６０号）の一部を次のように改正する。  

第２１条の次に次の１条を加える。  

（事務の委任）  

第２２条  区長は、この条例に定める事務を足立区教育委員会に委任す

る。  

   付  則  

（施行期日）  

１  この条例は、令和６年４月１日（以下「施行日」という。）から施行

する。  

（経過措置）  

２  施行日前にこの条例による改正前の足立区放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例（以下「旧条例」という。）

の規定により区長が行った処分その他の行為で現に効力を有するもの

又は旧条例の規定により区長に対してされた申請その他の行為で施行

日以後に処理されることとなるものは、それぞれこの条例による改正

後の足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の規定により足立区教育委員会が行った処分その他の行為又

は足立区教育委員会に対してされた申請その他の行為とみなす。  
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（提案理由）  

 放課後児童健全育成事業の事務を足立区教育委員会に委任する必要が

あるので、この条例案を提出いたします。  
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  ５ 足 地 文 収 第 ２８７７ 号 

  令 和 ６ 年 １ 月 ３ １ 日  

 

 

足立区教育委員会 

  教育長  大 山 日出夫 様 

 

 

足 立 区 長 

近 藤 弥 生 

 

 

議案に関する教育委員会の意見聴取について 

 

 

令和６年第１回足立区議会定例会に提案するため、下記の議案について、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、貴委員

会の意見を求めます。 

 

記 

 

（議案名） 

１ 足立区住区センター条例の一部を改正する条例 

２ 足立区立学童保育室条例の一部を改正する条例 

３ 足立区民設学童保育室設置促進補助金交付審査会条例の一部を改正す

る条例 

４ 足立区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例 
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第１４号議案  

   「学校ICT機器・教員用Chromebook等の購入（Ｒ５債務）について」

に関する教育委員会の意見について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日  

      提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫  

 

   「学校ICT機器・教員用Chromebook等の購入（Ｒ５債務）について」

に関する教育委員会の意見について  

 「学校 ICT機器・教員用 Chromebook等の購入（Ｒ５債務）について」の

契約にあたり、足立区長より教育委員会の意見を求められたので、これ

に異議はないものとする。  

 

 （提案理由）  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第１４号議案説明資料 
令和６年２月９日 

件 名 
「学校 ICT 機器・教員用 Chromebook 等の購入（Ｒ５債務）について」に関

する教育委員会の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

１ 契約の相手方 

東日本電信電話株式会社 東京事業部 

執行役員東京事業部長 熊谷 敏昌 

東京都港区西新橋三丁目２２番８号 

２ 契 約 金 額 

６２３，５９０，０００円（落札率 ５９．７８％） 

３ 入 札 方 法 

公募型指名競争入札 

４ 入 札 番 号 

第１０１８号 

５ 予 定 価 格 

１，０４３，２１４，２３０円（事後公表） 

６ 入札参加事業者数 

９者（辞退５者、不参１者） 

７ 入札日・開札日 

令和６年１月１９日 

８ 納 期 限 

令和６年１０月３１日 

９ 納 入 場 所 

学校 ICT推進担当課指定場所 

10 契 約 内 容 

下記教員用Chromebook等を購入する。 

（１）無線アクセスポイント ２，４８６台 

（２）教員用Chromebook（５年保証付き）  ２，０８３台 

（３）教員用充電保管庫（４５台収容） ３９台 

（４）教員用充電保管庫（３０台収容） ６７台 

（５）書画カメラ ５１０台 
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（６）PoEスイッチ、セキュリティワイヤー  ２，４８６個 

（７）充電用ACアダプタ          ２，０８３個 

（８）マスターキー（充電保管庫用）        ４本 

（９）統一キー（充電保管庫用）        １０２セット 

（１セット２本以上） 

（10）無線アクセスポイントライセンス   ２，４８６ライセンス 

（11）InterCLASSライセンス        ２，０８３ライセンス 

（12）Chrome管理コンソール        ２，０８３ライセンス 

（13）運搬・梱包材撤去作業            １式 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。 
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第   号議案  

   学校 ICT機器・教員用 Chromebook等の購入（Ｒ５債務）について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月  日  

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生  

 

   学校 ICT機器・教員用 Chromebook等の購入（Ｒ５債務）について  

 下記のとおり物品を買入れる。  

             記  

１  契 約 の 内 容  学校 ICT機器・教員用 Chromebook等の購入（Ｒ５債

務）  

２  契 約 の 方 法  公募型指名競争入札  

３  契 約 金 額  ６２３，５９０，０００円  

４  契約の相手方   東京都港区西新橋三丁目２２番８号  

東日本電信電話株式会社  東京事業部  

執行役員東京事業部長 熊谷 敏昌 

５  納  期  限  令和６年１０月３１日  

 

 （提案理由）  

 足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第３条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  
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第１５号議案  

   「指導書の購入について」に関する教育委員会の意見について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月９日  

      提出者   足立区教育委員会教育長   大山  日出夫  

 

   「指導書の購入について」に関する教育委員会の意見について  

 「指導書の購入について」の契約にあたり、足立区長より教育委員会

の意見を求められたので、これに異議はないものとする。  

 

 （提案理由）  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、足

立区長より意見を求められたので、この案を提出いたします。  
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第１５号議案説明資料 
令和６年２月９日 

件   名 「指導書の購入について」に関する教育委員会の意見について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内   容 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、当該契約

にあたり足立区長より意見を求められた。契約内容を踏まえ、教育委員会とし

て、これに異議はないものとする。 

 

１ 契約の相手方 

  東京都東部教科書供給株式会社 

代表取締役社長 知久 明彦 

 東京都葛飾区新小岩二丁目２０番１号 

２ 契 約 金 額 

２３９，９５５，８７０円（落札率１００％） 

３ 契 約 方 法 

特命随意契約 

足立区が教科書・指導書を購入する際は、表記の特約供給所からしか買

えないため。 

４ 随 契 番 号 

第１５９１号 

５ 予 定 価 格 

２３９，９５５，８７０円（事後公表） 

６ 見積参加事業者数 

１者 

７ 見積書提出日 

令和６年１月２４日 

８ 納 期 限 

令和６年５月１５日 

９ 納 入 場 所 

青井小学校（足立区青井三丁目１２番２号）外６８か所 

10 契 約 内 容 

小学校教師用指導書を購入する。 

（１）小学校国語 （総説編）              ６９  冊 

（２）小学校国語                   ４１４セット 

（３）小学校国語 （朱書編）           １，０７７  冊 

（４）ひろがる言葉 小学国語 （総説編）        ６８  冊 
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（５）ひろがる言葉 小学国語             ２０４セット 

（６）ひろがる言葉 小学国語 （朱書編＋展開編）   ４９２セット 

（７）小学校 書写                  ４０８セット 

（８）小学校 書写（書写指導の方法）          ６８  冊 

（９）小学 書写 （総説編）              ６８  冊 

（10）小学 書写                   ２０４セット 

（11）小学 書写 （朱書編）             ４９２  冊 

（12）小学社会  （総論）               ６８  冊 

（13）小学社会                    ２７２セット 

（14）小学社会  （朱書編）             ６７８  冊 

（15）楽しく学ぶ小学生の地図帳            ２６９セット 

（16）新しい算数                   ４８３セット 

（17）新しい算数 指導編（朱書編）        １，２４８  冊 

（18）新しい理科                   ２７２セット 

（19）新しい理科 指導編（朱書編）          ６０３  冊 

（20）せいかつ上 みんな なかよし          １３５セット 

（21）せいかつ上 みんな なかよし（朱書編・指導案編）３１５セット 

（22）小学生の音楽                  ４０８セット 

（23）小学音楽 音楽のおくりもの （総説編）      ６８  冊 

（24）小学音楽 音楽のおくりもの           ２０４セット 

（25）図画工作                    ２０４セット 

（26）新しい家庭                   ２４４セット 

（27）新しい家庭 指導編               ２５４  冊 

（28）新しい保健                   ２７０セット 

（29）Ｈｅｒｅ Ｗｅ Ｇｏ！             １４０セット 

（30）Ｈｅｒｅ Ｗｅ Ｇｏ！ （朱書編）       ２９４  冊 

（31）ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ               ６８セット 

（32）ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ  （朱書編）        ２７１  冊 

（33）新しい道徳                   ４０８セット 

（34）新しい道徳 （朱書編）             ９９３  冊 

（35）みんなの道徳                  ２０４セット 

（36）みんなの道徳 指導編（朱書編）         ４９２  冊 

※ 契約金額、予定価格には消費税を含む。 
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第   号議案  

   指導書の購入について  

 上記の議案を提出する。  

  令和６年２月  日  

            提出者  足立区長   近  藤  弥  生  

 

   指導書の購入について  

 下記のとおり物品を買入れる。  

             記  

１  契 約 の 内 容  小学校教師用指導書を購入する  

２  契 約 の 方 法  特命随意契約  

３  契 約 金 額  ２３９ ,９５５ ,８７０円  

４  契約の相手方   東京都葛飾区新小岩二丁目２０番１号  

東京都東部教科書供給株式会社  

代表取締役社長 知久 明彦 

５  納  期  限  令和６年５月１５日  

 

 （提案理由）  

 足立区議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関す

る条例（昭和３９年足立区条例第１号）第３条の規定に基づき、この案

を提出いたします。  
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 ＡＩドリル小学校低学年での試行利用状況について 

所管部課名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

今年度「試行利用」と位置付けている小学校低学年でのＡＩドリルの

利用状況について、以下のとおり報告する。 

また、次年度以降は小学１・２年生を含めた全児童・生徒が活用でき

るよう本格的に導入する。 

１ 利用状況 

（１）月間平均解答数の推移（単位：問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）考察 

① 小学１年生の前期は、生活指導に重点を置くため、タブレッ 

ト自体の活用がされない傾向にあるが、６月以降、徐々に活 

用され始めている。 

② １０月、１１月に強化月間を実施しており、教員の働きかけ 

によって、例月と比べ、積極的な活用が見られた。特に２年 

生においては１１月以降、全体平均を上回る活用状況となっ 

ている。 

③ 漢字の書きにおいては「とめ・はね・はらい」を重視する教 

員も多く、主に紙の教材を活用しているケースがある。 
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２ 現場の声 

① 低学年においても、概ね問題なくＩＣＴ教材の活用ができてお 

り、意欲的に取り組む様子が見られた。 

② 学習が早く終わった児童に対して、紙で別途、教材を準備する 

必要がなくなり、隙間時間を有効的に活用することができてい 

る。 

  ③ 算数だけでなく、国語の問題についても問題数が充実してきて 

おり、繰り返し学習が必要な言語事項について、子どもたちが 

効率的に学習することができている。 

【実際の学習画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

         分からない時は「説明」をクリック！ 

【説明画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 上記のとおり、説明・ヒント を確認することができ、自分自 

身で学習が進めやすい。 

３ 今後の方針 

引き続き、活用事例の収集を行い、好事例については、研修等を通じ 

て、横展開をしていく。 

  

解答の選択肢： ①ペットは ②犬です 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 英語グランドデザインの策定について 

所管部課名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

小・中学校における英語教育をトータルで組み立てる「グランドデザ

イン」（Ｐ７２参照）を策定したので、以下のとおり報告する。

１ 目的 

中学校３年生の英語力を最終目標として指標化した上で、小・中学

校段階での学習到達目標を示し、授業改善の指針とすることで、子ど

もたちが「使える英語力」を身に付けられる授業への転換を図る。 

２ 構成 

（１）タイトル

「使える英語力」育成グランドデザイン 

知識の習得にとどまらず、実社会で英語を活用できることを目標と

するため、「使える英語力」をキーワードとした。 

（２）目指す児童・生徒像

間違いを恐れずに、自分の考えを英語で表現できるあだちの子 

① 正確さを求めるあまり英語を積極的に話すことができない状

況を打破するため、あえて「間違いを恐れずに」とした。

② 英語は「やり取り・双方向」が基本だが、まずは発信できるこ

とを重視し、「表現できる」とした。

（３）指標

ア 活動指標

全国学力・学習状況調査の「言語活動の状況」から設定

イ 成果指標

（ア）中学生の英語力（中３） ※ []内は目標値

① ＣＥＦＲ Ａ１相当以上割合 ［60％以上］

② 区学力調査  通過率 ［60％以上］ 

③ 全国学力調査 正答率 ［50％以上］

（イ）英語に対する意識「英語が好き」（小６・中３）[60％以上］

（４）ＣＡＮ－ＤＯリスト形式による学習到達目標

学習指導要領や使用教科書を踏まえ、小学校段階から中学卒業に

向けて、４技能（聞くこと・読むこと・話すこと（やりとり・発表）・ 

書くこと）ごとに到達目標と数値を設定した。 



小学４年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生 都立入試等で求められる
英語力の目安CEFR PreA1 PreA1(英検５級) PreA1(英検４級) A1(英検３級)

聞
く
こ
と

① 簡単な語句や基本的な表現で、ゆっくりはっ
きりと話される英語を聞いて、おおよその内容
を分かるようにする。

② アルファベットの文字の読み方が発音される
のを聞いた際に、どの文字であるか分かるよう
にする。

身近で簡単な事柄について、ゆっくりはっきりと話さ
れる英語を聞いて、おおよその内容や具体的な情
報を聞き取ることができる。（50語程度）

日常的な話題について、自然な口調で
話される英語を聞いて、必要な情報、概
要や要点を聞き取ることができる。
（80語程度）

日常的な話題や社会的な話題について、
自然な口調で話される英語を聞いて、必要
な情報、概要や要点を聞き取ることができる。
（100語程度）

社会的な話題について、自然な口調で話される
英語を聞いて、必要な情報、概要や要点を聞き
取ることができる。（120語程度）

自然な口調で話される100語程度
の会話文や120語程度のスピーチを
聞いて、その具体的な内容や大切な
部分を聞き取ることができる。

読
む
こ
と

―

① アルファベットの大文字と小文字を識別したり、
文字の読み方を発音したりすることができる。

② 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本
的な表現で書かれ視覚的情報が添えられた英
語を読み、大まかな内容や具体的な情報を捉
えることができる。（30語程度）

日常的な話題について書かれた英文を
読み、必要な情報、概要や要点を捉え
ることができる。（100語程度）

日常的な話題や社会的な話題について書
かれた英文を読み、必要な情報、概要や要
点を捉えることができる。（150語程度）

社会的な話題について書かれた英文を読み、必
要な情報、概要や要点を捉えることができる。
（300～700語程度）

まとまりのある700語程度の対話文
や物語文を読み，概要や要点、必要
な情報を捉えることができる。

話
す
こ
と

や
り
取
り

自分の好みや欲しいもの、数、月や曜日などにつ
いて、慣れ親しんだ語句や表現を用いて、自分の
考えや気持ちなどを伝え合おうとする。

できることやできないこと、学校生活などについて簡
単な語句や基本的な表現を用いて質問したり答え
たりして会話を続け、自分の考えや気持ちなどを伝
え合うことができる。

① 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができる。
与えられた情報を基に質問に答えた
り、自分の考えを述べたり、自分から
質問したりすることができる。
（10秒以内）

② 好きな有名人やテレビ番組などについ
て、質問したり答えたりして会話を続け、
自分の考えや気持ちなどを理由ととも
に伝え合うことができる。

② お勧めの場所や休日の計画などについて、
質問したり答えたりして会話を続け、事
実や自分の考え、気持ちなどを理由とと
もに伝え合うことができる。

② 日本の文化や郷土、世界の現状などについて、
質問したり答えたりして会話を続け、事実や自
分の考え、気持ちなどを理由とともに述べ合う
ことができる。

発
表

自分のことや校内の好きな場所などについて、イ
ラストや写真などを見せながら、慣れ親しんだ語句
や表現を用いて、自分の考えや気持ちなどを発表
するようにする。

夏休みの思い出や将来の夢などについて、簡単な
語句や基本的な表現を用いて、伝える内容を整理
した上で、自分の考えや気持ちなどを発表すること
ができる。

① 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で発表することができる。
イラストが示す内容や、聞いたり読
んだりした、内容を基に、自分の意見
とその理由などにについて話すことがで
きる。（40秒以内）

② 自分の友達や家族、学校生活などに
ついて、伝える内容を整理した上で、
事実や自分の考え、気持ちなどを理
由とともに発表することができる。

② 自分が体験した出来事や関心のあるイ
ベントなどについて、伝える内容を整理し
た上で、事実や自分の考え、気持ちなど
を理由とともに発表することができる。

② 将来の目標や日本と世界の現状などについて、
伝える内容を整理した上で、事実や自分の考え、
気持ちなどを理由とともに発表することができる。

書
く
こ
と

―

① アルファベットの大文字と小文字を正しく書き分
けることができる。

② 夏休みの思い出や行きたい国、将来の夢などに
ついて、音声で十分に慣れ親しんだ語句や基本
的な表現を用いて、例文を参考に自分の考えや
気持ちをなどを書くことができる。（3文程度）

友達のスピーチを聞いたり、図や表が添
えられたメールやブログなどを読んだりして、
書く内容を整理した上で、自分の考えや
気持ちなどを理由とともに英文で書くこと
ができる。（8文程度）

プレゼンテーションを聞いたり、メールを読んだ
りして、書く内容を整理した上で、事実や自
分の考え、気持ちなどを理由とともに英文で
書くことができる。（10文程度）

スピーチを聞いたり、掲示物や新聞記事を読んだ
りして、書く内容を整理した上で、事実や自分の
考え、気持ちなどを理由とともに英文で書くことが
できる。（12文程度）

聞き取った内容や、自分の考えや気
持ちについて、理由とともに3文のまと
まりのある英文で書くことができる。

４ 目標達成に向けた主な取組
取組項目 対象 概要 小学校 中学校

授業力の向上 教員

学習機会の提供
児童
・
生徒

英語教育アドバイザー（小）・外国語指導助手（ＡＬＴ）（小・中）

成果指標 小学６年生 中学３年生

CEFR A1レベル相当 － 60％以上 【区】49.8 【都】59.5 【国】49.2

学
力
調
査

区 通過率 － 60％以上 【区】57.8 【都】 － 【全】56.6

国
平均正答率 － 50％以上 【区】47.1 【都】52.0 【国】45.6

意識調査「英語が好き」 70％以上 【区】65.2 【都】65.8 【国】69.3 60％以上 【区】51.5 【都】53.9 【国】51.9

活動指標 中学３年生

全国学力・
学習状況調査
意識調査
言語活動

1，2年生の時に受けた授業で、原稿などの準備をすることなく、自分の考えや
気持ちを英語で伝え合う活動をしている。

75％以上 【区】72.3 
【都】67.7 【国】63.8

1，2年生の時に受けた授業で、聞いたり読んだりしたことについて、その内容
を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動をしている。

85％以上 【区】82.9 
【都】81.6 【国】79.3

３ 英語を使ってできること（ＣＡＮ－ＤＯリスト形式による学習到達目標）

２ 児童・生徒の英語力の目標 ※【 】は、R５足立区・国の実績値

１ 目指す児童・生徒像

明海大学連携授業研究会（小・中）

足立スタンダード（教科教育）推進委員会（小・中）小学校英語専科教員連絡会（小）

教科指導専門員（小・中）

研修「小中合同研修・小学校外国語活動・外国語科研修・中学校教科別研修」

デジタル教材の提供「学習者用デジタル教科書・AIドリル」・都「Welcome to Tokyo」 （小・中）・「ESAT-J・英検対策集」（中）

英語チャレンジ講座（１年） 実用英語技能検定受験支援事業（３年）

明海大学連携「留学生交流会」（中）

英語マスター講座（中）

明海大学連携「あけみ英語村」（小）

国・都 英語施策の活用「国際交流コンシェルジュ」「TOKYO GLOVAL GATEWAY（小・中）」

✔言語活動を通して英語４技能をバランスよく育成

✔言語活動の目的や場面、状況の明確な設定と実践

✔聞く・話す活動を踏まえた読む・書く活動の設定

✔児童・生徒が英語を使える達成感のある授業実践

✔児童・生徒一人ひとりの個に応じた学習教材支援

✔異文化理解の場面や自然な英語使用の場面を創出

✔外部人材との交流を通して、使える英語力を実感

✔学習意欲喚起・学習成果を実感する検定受験勧奨

※【区】は区平均、【都】は都平均、【国】は全国平均、【全】は受験自治体の全体平均値

[使用教科書に合わせて場面や状況を設定]

（案）足立区「使える英語力」育成グランドデザイン

間違いを恐れずに、自分の考えを英語で表現できるあだちの子

都「イングリッシュキャラバン・ウィーク」（小）

日常的な話題 社会的な話題
題
材

（２月１日時点）
修正の可能性があります。
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 
足立区立中学校不登校未然防止事業の利用生徒の状況とモデル校の 

拡大について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 六月中学校（既存のモデル校）利用生徒の状況 

  ＳＳＲ（スモール・ステップ・ルーム）を利用している生徒を対象に

実施したＳＳＲでの過ごし方や、利用後に変化したと思うこと等につい

てのアンケートの結果と、６年度の事業実施予定について報告する。 

アンケートは令和５年１２月に実施し、利用生徒１６名のうち６名が

回答した。 

（１）ＳＳＲの良いと思う点

ア 自由に勉強して、分からないところはすぐ先生に確認できる。

イ 個室のように個人で落ち着いて学習できること。

ウ 少人数で過ごせること。

エ 朝から登校できる。

（２）ＳＳＲで変えてほしい点

ア 常時、静かに過ごせるようにしてほしい。

（現状、休み時間は話し声等が大きい生徒がいる。）

イ 意見箱が欲しい。

ウ 他の教室から見えないようにカーテンをつけて欲しい。

（３）現在の過ごし方

ア クロームブックを使って勉強している。

イ 進路学習をしたり、息抜きで絵を描いたりしている。

ウ 折り紙、掃除、卓球、ダンス、勉強、おしゃべり。

（４）今後やってみたいこと

ア 動画を見て学習したい。

イ 負担にならない程度に、先生や他の生徒と話したい。

（５）ＳＳＲを利用するようになって変化したこと

ア 登校日数が増えた。

イ 学校にストレスを感じなくなった。

ウ 気持ちが落ち着いてきた。

エ 少しだけ頑張れるようになった。

オ 学校に行くことに対する恐怖感や生き難さが少し改善した。
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２ 令和６年度からのモデル校について 

（１）モデル校

六月中学校（令和５年度から継続）

第一中学校、蒲原中学校、加賀中学校

（２）選定方法

区立中学校に事業の目的等を周知し、実施希望校を募集。

（３）選定基準

ア 不登校生徒が多い等の課題があること。

イ 校内にＳＳＲに活用できる教室が存在すること。

ウ モデル校が特定の地域に偏らないこと。

３ 今後のスケジュール 

  新たなモデル校の環境整備に必要な経費は、令和６年度当初予算（案）

に計上し、議決が得られた際には速やかに物品等を調達し、早期に事業

を実施する。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 足立区立辰沼小学校におけるいじめ防止対策について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

足立区立辰沼小学校において実施しているいじめ防止対策及び今後の

方針について報告する。 

 

１ 辰沼小学校におけるいじめ防止の取組 

辰沼小学校では、平成２４年１０月から、児童の主体的ないじめ防止 

活動として「ＴＫＲ（辰沼キッズレスキュー）」を発足し、現在に至っ 

ている。令和５年度は、４００人程が所属（全校児童５４５名）してい 

る。 

（１）目的と内容 

ア 目的 

児童の自治能力を高めることで、いじめの未然防止に努め、いじ 

 めが起きにくい環境づくりを推進している。 

イ 内容 

学校が楽しければいじめは起こらないという考えのもと、児童

（代表委員会）が中心となり、全校児童が楽しめるイベントの計画

やポスターの作成、いじめ防止パレード等を行っている。 

（２）発足の経緯 

当時の辰沼小学校長が、大津市のいじめ自殺事件について、児童会 

役員数名と意見交換を行ったことが契機となり、ＴＫＲが発足した。 

（３）主な具体的取組 

ア 児童朝会での意識付け 

児童朝会の最後に全校児童で合言葉を読み上げ、いじめ防止に関 

   する意識を高める。 

イ 児童による防止パレード（パトロール）の実施 

ＴＫＲ所属委員による校庭でのパレード（週１回）を実施する。 

ウ 辰沼しぐさの奨励 

友達からされてうれしいことを調査し、日常の生活の実践につな 

ぐ。 

エ イベントの開催 

「ドッジボール大会」「だるまさんが転んだ」「けん玉選手権」 

「縄跳び選手権」等、楽しむ機会を創出するためのイベントを定期 

的に開催する。 

オ ＴＫＲ校内放送の実施 

友達から言われて嬉しかった言葉を発表し合う。 

カ キャラクターを活用したキャンペーンの実施 
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いじめ防止に関するキャラクター（タッピー＆ハッピー）を活用 

し、いじめ反対キャンペーンを行う。 

キ 思いやり報告箱の設置 

友達から受けた思いやりの報告箱を設置し、友達のよさを認め合 

う。 

 

２ 今後の方針 

（１）令和６年３月に開催する生活指導担当者連絡会（全区立小中学校担 

当者出席）において、辰沼小学校の実践例を紹介するとともに、他校 

の児童・生徒の主体的な取組を確認し、学校間で共有する。 

（２）令和６年度から、区立小中学校で実施しているいじめ防止に関する 

取組等、健全育成に関する活動について生活指導担当者連絡会等で周 

知するとともに、児童会・生徒会による主体的な取組がより一層充実 

するよう、近隣小中学校間での話し合いの機会を創出する。 

＜参考＞ 

足立区におけるいじめ防止のための基本的な考え方と取組 

（１）足立区の方針 

 いじめ防止及び早期発見、いじめを受けた児童・生徒に対する適切

な支援、いじめを行った者等に対するいじめに関する相談体制の充

実等、いじめ防止に関する対策を教育委員会と学校が連携しながら

総合的に実施する。 

（２）足立区立学校の方針 

いじめを絶対に許さず、いじめを受けている児童・生徒を守り抜く

態度を明確に表明するとともに、いじめの未然防止や早期発見・早期

対応等に取り組む。 

（３）重大事態への対処 

   法第２８条第一項に規定された重大事態発生時に、教育委員会附

属機関のいじめ等問題対策委員会を招集し、区長に報告する。また、

重大事態への対処や再発防止のための措置を行う。 

（４）教育委員会の具体的な取組 

ア 心の教育の充実を図る教育課程の推進 

イ いじめ防止に関する教員向け研修会の実施 

ウ スクールカウンセラーの定期派遣と心のケア 

（※ こども支援センターげんき事業） 

エ いじめ相談電話、ネット相談受付等の相談窓口の設置 

オ ｢いじめ一覧表」と「いじめ個票」による月１回の認知報告 

カ 年３回の｢いじめに関するアンケート」の実施 

キ 学校訪問におけるいじめの実態把握 

ク 自殺予防（ＳОＳの出し方に関する教育等 ）に関する研修会の 

実施（※ 区衛生部こころとからだの健康づくり課と共催） 

ケ 年２回のＷＥＢＱＵの実施による親和的な学級づくり 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 「令和５年度第２回学習者用デジタル教科書の効果検証調査」報告について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

令和５年度の第２回学習者用デジタル教科書の効果検証調査の結果につい

て、以下のとおり報告する。 

１ 調査の概要 

（１）対象

ア 学習者用デジタル教科書を導入している小学校５、６年生、中学

校１～３年生 

イ アを指導している教員

ウ アの保護者

（２）調査教科

ア 小学校

（ア）外国語（６７校）

（イ）算数 （３５校）

イ 中学校

（ア）外国語（３５校）

（イ）数学 （１７校）

（３）有効回答数

外国語 算数・数学 

回答数(人) 回答率(％) 回答数(人) 回答率(％) 

児童・ 

生徒 

18,044 

(+3,118) 

73.1 

(+12.6) 

9,963 

(+1,793) 

75.1 

(+13.5) 

教員 
385 

(+12) 

87.5 

(+3.7) 

180 

(△68)

54.5 

(△20.7)

保護者 
3,053 

(△1,992)

12.4 

(△9.4)

1,653 

(△1,607)

12.5 

(△12.1)

※ （ ）内は第１回目との比較

（４）期間

令和５年１２月１日から同月２５日までに実施

※ 第１回目は、令和５年７月６日から同月２０日までに実施

（５）調査項目及び結果

Ｐ８０～８９のとおり
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２ 効果のあった事項 

第１回の効果検証調査の課題であった「学習者用デジタル教科書の特徴

や活用方法を十分に理解できていない教員がいる」ことについて、改善が

見られる。 

（１）外国語の学習者用デジタル教科書の活用により、効果的な場面におい

ての使用が定着し、学習内容の理解度につながった。 

外国語の学習内容の理解度について（「そう思う」の回答） 

 第１回目 第２回目  増減 

小学校教員 ３９％ ４１％ ＋２ポイント 

小学校保護者 ３０％ ３２％ ＋２ポイント 

中学生 ４１％ ４３％ ＋２ポイント 

中学校教員 ３０％ ３３％ ＋３ポイント 

（Ｐ６８ 質問１参照） 

（２）算数・数学において、一人１本導入されたペンが活用され、数直線や

線分図等への書き込みが児童・生徒の自力解決につながった。 

書き込み機能の効果について（肯定的な回答） 

 第１回目 第２回目 増減 

中学生（数学） ７０％ ７３％ ＋３ポイント 

小学校保護者（算数） ６２％ ６８％ ＋６ポイント 

（Ｐ７５ 質問８参照） 

（３）外国語と算数・数学において、児童・生徒が紙の教科書と学習者用デ

ジタル教科書を場面によって効果的に使い分けを始めている。 

  ア 教員の自由回答 

  （ア）外国語の音声、動画、算数・数学の図形等、デジタルコンテンツ

がある単元では、児童・生徒の自主的な活用が見られる。 

  （イ）デジタルコンテンツがない単元では、自主的に紙の教科書を活用

している場面が見られる。 

（４）学校が学習者用デジタル教科書の効果的な使用場面について授業公開

等を行い、学校だより、学校ホームページ等で情報発信することで保護

者への啓発が進んだ。 

  ア 教員の自由回答 

  （ア）学校公開で学習者用デジタル教科書を使った授業について、学年

だよりに掲載し、保護者からは、児童・生徒が使いこなしている様

子が見られるという意見があった。 

  （イ）生徒が回転体のシミュレーションを使って理解を深めることがで

きていることを学年だよりで紹介した。 

  （ウ）授業だけでなく、日常的に児童が家庭学習で学習者用デジタル教

科書を活用する場面を保護者が見ることで、啓発できている。 
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３ 課題のあった事項 

（１）外国語において、中学生が音読活動に苦手意識を感じている。 

  ア 外国語の音声教材の効果（肯定的な回答） 

 第１回目 第２回目 増減 

中学校教員 ７２％ ６０％ △１２ポイント 

（Ｐ７０ 質問３参照） 

（２）算数・数学の家庭学習において、教員が学習者用デジタル教科書を活

用した課題の設定に難しさを感じている。 

  ア 学習者用デジタル教科書を使用した算数・数学の課題の取組（肯定

的な回答） 

 第１回目 第２回目 増減 

小学校教員 ６４％ ５８％ △６ポイント 

小学校保護者 ５２％ ５６％ ＋４ポイント 

中学校教員 ５３％ ４５％ △８ポイント 

（Ｐ７７ 質問１０参照） 

（３）課題に対する対応策 

学習のねらいに応じて個別に学習者用デジタル教科書を活用する実 

践事例を改めて周知するとともに、家庭学習で効果的に活用できる場 

面において課題を設定するよう、継続して学校に指導する。 

 

４ 令和６年度以降の国の方針 

（１）外国語については、小学校第５学年から中学校第３学年の全員に提供

する（国が全額負担）。 

（２）その他の教科については段階的に提供する（算数・数学については、

国が全体の半数から最大６割の学校への提供を予定）。 

（３）新たに国の方針が示されるまではデジタルと紙の教科書を併用する。 

 

５ 今後の区の方針 

（１）外国語については全ての小・中学校でデジタル教科書を使用する。 

算数・数学については、令和５年度と同様に、利用を希望する小・中 

学校のみでデジタル教科書を使用する。 

（２）今回の調査をもとに、児童・生徒が学習者用デジタル教科書を効果的

に活用し、学習効果を高めていけるようデジタル教科書の使用の実践事

例や使用方法について各校に資料提供等を行い、足立スタンダードと関

連付けた指導を継続する。 

（３）学習者用デジタル教科書について、次年度は大幅な変更がされないこ

とから、区独自の効果検証は本調査をもって終了とする。なお、今後、

機能面等、大きくバージョンアップされる場合には、学習者用デジタル

教科書の効果検証調査について検討する。 



令和５年度学習者用デジタル教科書の効果検証調査結果

質問１ 学習者用デジタル教科書を使うことによる学習内容の理解度（小学校　外国語）
児童 １　学習者用デジタル教科書を使うことで、学習の内容についてわかると思うことが増えましたか。
教員 １　学習者用デジタル教科書を使うことで、児童の学習内容の理解に効果は見られますか。
保護者 １　学習者用デジタル教科書をお子さんが使うことで学習の理解への補助的な役割があると感じますか。

第１回

第２回

調査質問１の問題

調査質問１の問題に対する対応

質問１ 学習者用デジタル教科書を使うことによる学習内容の理解度（中学校　外国語）
生徒 １　学習者用デジタル教科書を使うことで、学習の内容についてわかると思うことが増えましたか。
教員 １　学習者用デジタル教科書を使うことで、生徒の学習内容の理解に効果は見られますか。
保護者 １　学習者用デジタル教科書をお子さんが使うことで学習の理解への補助的な役割があると感じますか。

第１回

第２回

調査質問１の問題

調査質問１の問題に対する対応

デジタル教科書を使うことによる内容の理解について、肯定的な割合が多く、学習者用デジタル教科書の効果的な場面に
おいての使用が定着してきたと考えられる。

教員の否定的な回答が１７ポイント増加しており、家庭で取り組むことが難しい生徒がいることが考えられる。

学習のねらいに応じて個別に学習者用デジタル教科書を活用する実践事例を提供し、その効果を生徒に伝えるとともに家
庭学習では、効果的な場面において活用することを継続して学校に指導する。

児童が学習者用デジタル教科書を効果的に活用できる事例等の資料を学校に情報提供して継続して指導をする。学校だ
よりや学校ホームページ等でデジタル教科書を活用した学習を伝える等、保護者への啓発を行うよう学校に継続して指導
をする。
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質問２ 学習者用デジタル教科書の主体的な使用（小学校　外国語）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問２の問題

調査質問２の問題に対する対応

質問２ 学習者用デジタル教科書の主体的な使用（中学校　外国語）
生徒

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問２の問題

調査質問２の問題に対する対応

保護者の肯定的な回答が５ポイント増加しているが、教員の肯定的な回答は１６ポイント減少している。学校や家庭での学
習者用デジタル教科書の使用が増えているが、生徒が紙の教科書と学習者用デジタル教科書を場面によって使い分けし
始めていることが考えられる。

生徒が学習者用デジタル教科書の使い方がわかる資料を提供し、学習等でわからないときは学習者用デジタル教科書の
活用を促し、場面に応じて紙の教科書と併用していくことを継続して学校に指導する。

２　わからないことを調べるときや、学習内容をもう一度確かめるために学習者用デジタル教科書を使っていま
すか。

２　お子さんは、ご自宅で学習者用デジタル教科書を使って学習をしている、もしくは、学校で使っていることを
話しますか。

２　生徒は、自主的に学習者用デジタル教科書を使っていますか。

児童が学習者用デジタル教科書の使い方がわかる資料を提供し、学習等でわからないときは学習者用デジタル教科書の
活用を促し、場面に応じて紙の教科書と併用していくことを継続して学校に指導する。

２　児童は、自主的に学習者用デジタル教科書を使っていますか。

２　お子さんは、ご自宅で学習者用デジタル教科書を使って学習をしている、もしくは、学校で使っていることを
話しますか。

２　わからないことを調べるときや、学習内容をもう一度確かめるために学習者用デジタル教科書を使っていま
すか。

教員、保護者の肯定的な回答がそれぞれ４ポイント、３ポイント増加しているが、児童の肯定的な回答は５ポイント減少して
いる。学校や家庭での学習者用デジタル教科書の使用が増えているが、児童が紙の教科書と学習者用デジタル教科書を
場面によって使い分けし始めていることが考えられる。
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質問３ 学習者用デジタル教科書の音声教材の効果（小学校　外国語）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問３の問題

調査質問３の問題に対する対応

質問３ 学習者用デジタル教科書の音声教材の効果（中学校　外国語）
生徒

教員
保護者

第１回

第２回

調査質問３の問題

調査質問３の問題に対する対応

３　学習者用デジタル教科書の音声を聞くことで、お子さんは英語の音読活動に積極的に取り組めるように
なっていますか。

３　学習者用デジタル教科書の音声を聞くことで、英語の読み方の発音がわかりやすくなったと感じています
か。

３　学習者用デジタル教科書の音声を聞くことで、英語の読み方の発音がわかりやすくなったと感じています
か。

３　学習者用デジタル教科書の音声を聞くことで、生徒は音読活動で苦手意識が減ってきていると感じますか
３　学習者用デジタル教科書の音声を聞くことで、お子さんは英語の音読活動に積極的に取り組めるように
なっていますか。

生徒の肯定的な回答は９割近いが、教員の肯定的な回答が１２ポイント減少しており、音読が苦手な生徒がいるためと考
えられる。

学習のねらいに応じて個別に学習者用デジタル教科書を活用する実践事例を提供し、その効果を生徒に伝えるとともに家
庭学習では、効果的な場面において活用することを継続して学校に指導する。

３　学習者用デジタル教科書の音声を聞くことで、児童は音読活動で苦手意識が減ってきていると感じますか。

教員の肯定的な回答が６ポイント増加しており、学習者用デジタル教科書の音声を聞くことで音読活動の苦手意識が減っ
てきていると考えられる。

児童が今後も自主的に音読活動ができるよう、学習者用デジタル教科書の音声教材の活用を促していくことを学校に継続
して指導をする。
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質問４ 学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションの使用（小学校　外国語）
児童
教員

保護者

第１回

第２回

調査質問４の問題

調査質問４の問題に対する対応

質問４ 学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションの使用（中学校　外国語）
生徒

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問４の問題

調査質問４の問題に対する対応

児童が学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションを効果的に活用できる事例等の資料を学校に情報提供して継続
して指導をする。

４　学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションなどを使えていますか。
４　動画やアニメーションなどのデジタル教材を活用して、児童が学習者用デジタル教科書を使えていると感じ
ていますか。

４　動画やアニメーションなどのデジタル教材を活用して、生徒が学習者用デジタル教科書を使えていると感じ
ていますか。

４　動画やアニメーションなどの学習者用デジタル教材は、お子さんの学習の理解に役立っていると感じていま
すか。

生徒が学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションを効果的に活用できる事例等の資料を学校に情報提供して継続
して指導をする。

肯定的な回答が６割から７割を維持しており、動画やアニメーションなどのデジタル教材は理解につながっていると考えら
れるが、デジタル教材を見るだけにとどまっている可能性がある。

４　動画やアニメーションなどの学習者用デジタル教材は、お子さんの学習の理解に役立っていると感じていま
すか。

４　学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションなどを使えていますか。

肯定的な回答が６割から７割を維持しており、動画やアニメーションなどのデジタル教材は理解につながっていると考えら
れるが、デジタル教材を見るだけにとどまっている可能性がある。
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質問５ 学習者用デジタル教科書を使用した課題の取組（小学校　外国語）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問５の問題

調査質問５の問題に対する対応

質問５ 学習者用デジタル教科書を使用した課題の取組（中学校　外国語）
生徒

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問５の問題

調査質問５の問題に対する対応

５　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った音読の課題に取り組むことで、お子さんは英語に関心をもっ
て学習をするようになってきたと感じていますか。

５　家庭学習で学習者用デジタル教科を使った音読の課題を設定することで、児童が意欲的に取り組み、学習
効果があると感じますか。

肯定的な回答が児童では６割弱、教員では7割弱あるにもかかわらず、保護者の否定的な回答が５割程度あり、音読等の
家庭学習が行われていない場合があると考えられる。

学習のねらいに応じて個別に学習者用デジタル教科書を活用する実践事例を提供し、その効果を生徒に伝えるとともに家
庭学習では、学習者用デジタル教科書のコンテンツを活用した音読の課題を設定するよう継続して学校に指導する。

教員の肯定的な回答が１６ポイント減少しており、家庭学習で音読に取り組むことが難しい生徒がいると考えられる。

５　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った音読の課題に取り組むことで、英語に興味をもって学習でき
るようになってきたと感じていますか。
５　家庭学習で学習者用デジタル教科を使った音読の課題を設定することで、生徒が意欲的に取り組み、学習
効果があると感じますか。
５　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った音読の課題に取り組むことで、お子さんは英語に関心をもっ
て学習をするようになってきたと感じていますか。

学習のねらいに応じて個別に学習者用デジタル教科書の音声を活用する実践事例を提供し、家庭学習では、学習者用デ
ジタル教科書の音声等を活用した音読の課題を設定するよう継続して学校に指導する。

５　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った音読の課題に取り組むことで、英語に興味をもって学習でき
るようになってきたと感じていますか。
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質問６ 学習者用デジタル教科書を使うことによる学習内容の理解度（小学校　算数）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問６の問題

調査質問６の問題に対する対応

質問６ 学習者用デジタル教科書を使うことによる学習内容の理解度（中学校　数学）
生徒 ６　学習者用デジタル教科書を使うことで、学習の内容についてわかると思うことが増えましたか。
教員

保護者

第１回

第２回

調査質問６の問題

調査質問６の問題に対する対応

教員と保護者の「そう思う」の回答がそれぞれ１２ポイント、７ポイント増加しており、数学において、学習者用デジタル教科
書を効果的な場面に絞って活用ができてきていると考えられる。

教員が学習者用デジタル教科書の使用について、学習場面を選んで効果的に活用できるよう引き続き使用方針について
周知し、学校に指導をする。

６　学習者用デジタル教科書を使うことで、生徒の学習内容の理解に効果は見られますか。

６　学習者用デジタル教科書をお子さんが使うことで学習の理解への補助的な役割があると感じますか。

６　学習者用デジタル教科書を使うことで、学習の内容についてわかると思うことが増えましたか。

６　学習者用デジタル教科書を使うことで、児童の学習内容の理解に効果は見られますか。

６　学習者用デジタル教科書をお子さんが使うことで学習の理解への補助的な役割があると感じますか。

教員と保護者の「そう思う」の回答がそれぞれ３ポイント増加しており、算数において、学習者用デジタル教科書を効果的
な場面に絞って活用ができてきていると考えられる。

教員が学習者用デジタル教科書の使用について、学習場面を選んで効果的に活用できるよう引き続き使用方針について
周知し、学校に指導をする。
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質問７ 学習者用デジタル教科書の自主的な使用（小学校　算数）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問７の問題

調査質問７の問題に対する対応

質問７ 学習者用デジタル教科書の自主的な使用（中学校　数学）
生徒

教員
保護者

第１回

第２回

調査質問７の問題

調査質問７の問題に対する対応

７　わからないことを調べるときや、学習内容をもう一度確かめるために学習者用デジタル教科書を使っていま
すか。
７　生徒は、自主的に学習者用デジタル教科書を使っていますか。

児童、教員の肯定的な回答がそれぞれ７ポイント、３ポイント減少しているが、保護者の肯定的な回答は６ポイント増加して
いる。学校や家庭での学習者用デジタル教科書の使用が増えているが、児童が紙の教科書と学習者用デジタル教科書を
場面によって使い分けし始めていることが考えられる。

児童が学習者用デジタル教科書の使い方のわかる資料を提供し、学習等でわからないときは学習者用デジタル教科書の
活用を促し、場面に応じて紙の教科書と併用していくことを継続して学校に指導する。

７　わからないことを調べるときや、学習内容をもう一度確かめるために学習者用デジタル教科書を使っていま
すか。
７　児童は、自主的に学習者用デジタル教科書を使っていますか。

７　お子さんは、ご自宅で学習者用デジタル教科書を使って学習をしている、もしくは、学校で使っていることを
話しますか。

保護者の肯定的な回答が５ポイント増加しており、学校や家庭での学習者用デジタル教科書の使用が増えていると考えら
れる。

生徒が学習者用デジタル教科書の使い方がわかる資料を提供し、学習等でわからないときは学習者用デジタル教科書の
活用を促し、場面に応じて紙の教科書と併用していくことを継続して学校に指導する。

７　お子さんは、ご自宅で学習者用デジタル教科書を使って学習をしている、もしくは、学校で使っていることを
話しますか。
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質問８ 学習者用デジタル教科書の書き込み機能の効果（小学校　算数）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問８の問題

調査質問８の問題に対する対応

質問８ 学習者用デジタル教科書の書き込み機能の効果（中学校　数学）
生徒

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問８の問題

調査質問８の問題に対する対応

８　学習者用デジタル教科書の書き込みは、消して書き直すなど簡単にやり直すことができるので、書き間違
いを気にせずに学習することができていますか。
８　学習者用デジタル教科書に書き込む活動をすることで、児童は間違うことを恐れずに学習に取り組めてい
ますか。
８　学習者用デジタル教科書に書き込むことで、簡単にやり直すことができ、お子さんは間違いを恐れずに学習
できていると感じますか。

生徒の「そう思う」の回答が３ポイント増加しており、数学において、一人１本導入されたペンが活用されていると考えられ
る。

学習者用デジタル教科書への書き込みには、一人１本導入されたペンを活用することを継続し、デジタルとアナログを使い
分け、学習課題にあった教材を使用するよう学校に指導する。

８　学習者用デジタル教科書の書き込みは、消して書き直すなど簡単にやり直すことができるので、書き間違
いを気にせずに学習することができていますか。

保護者の肯定的な回答が６ポイント増加しており、算数において、一人１本導入されたペンが活用されていると考えられ
る。

学習者用デジタル教科書への書き込みには、一人１本導入されたペンを活用することを継続し、デジタルとアナログを使い
分け、学習課題にあった教材を使用するよう学校に指導する。

８　学習者用デジタル教科書に書き込む活動をすることで、生徒は間違うことを恐れずに学習に取り組めてい
ますか。
８　学習者用デジタル教科書に書き込むことで、簡単にやり直すことができ、お子さんは間違いを恐れずに学習
できていると感じますか。
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質問９ 学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションの使用（小学校　算数）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問９の問題

調査質問９の問題に対する対応

質問９ 学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションの使用（中学校　数学）
生徒 ９　学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションなどを使えていますか。
教員

保護者

第１回

第２回

調査質問９の問題

調査質問９の問題に対する対応

教員の肯定的な回答が４ポイント減少しており、動画やアニメーションなどのデジタル教材は理解につながっていると考え
られるが、デジタル教材を見るだけにとどまっている可能性がある。

児童が学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションを効果的に活用できる事例等の資料を学校に情報提供して継続
して指導をする。

９　動画やアニメーションなどのデジタル教材を活用して、生徒が学習者用デジタル教科書を使えていると感じ
ていますか。
９　動画やアニメーションなどの学習者用デジタル教材は、お子さんの学習の理解に役立っていると感じていま
すか。

９　学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションなどを使えていますか。

９　動画やアニメーションなどのデジタル教材を活用して、児童が学習者用デジタル教科書を使えていると感じ
ていますか。
９　動画やアニメーションなどの学習者用デジタル教材は、お子さんの学習の理解に役立っていると感じていま
すか。

生徒の肯定的な回答は８ポイント、教員の「そう思う」回答は１１ポイント増加しており、動画やアニメーションなどのデジタ
ル教材を効果的に活用できていると考えられる。

児童が学習者用デジタル教科書の動画やアニメーションを効果的に活用できる事例等の資料を学校に情報提供して継続
して指導をする。
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質問１０ 学習者用デジタル教科書を使用した課題の取組（小学校　算数）
児童

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問１０の問題

調査質問１０の問題に対する対応

質問１０ 学習者用デジタル教科書を使用した課題の取組（中学校　数学）
生徒

教員

保護者

第１回

第２回

調査質問１０の問題

調査質問１０の問題に対する対応

10　家庭学習で学習者用デジタル教科を使った課題を設定することで、生徒が意欲的に取り組み、学習効果
があると感じますか。
10　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った課題に取り組むことで、お子さんは算数・数学を主体的に学
習するようになってきたと感じていますか。

10　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った課題に取り組むことで、算数・数学がわかるようになってきた
と感じていますか。
10　家庭学習で学習者用デジタル教科を使った課題を設定することで、児童が意欲的に取り組み、学習効果
があると感じますか。
10　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った課題に取り組むことで、お子さんは算数・数学を主体的に学
習するようになってきたと感じていますか。

10　家庭学習で学習者用デジタル教科書を使った課題に取り組むことで、算数・数学がわかるようになってきた
と感じていますか。

家庭学習において、学習者用デジタル教科書を使った課題は設定しているが、教員が課題の設定に難しさを感じていると
考えられる。

学習のねらいに応じて個別に学習者用デジタル教科書を活用する実践事例を提供し、家庭学習では、効果的に活用でき
る場面において、学習者用デジタル教科書のコンテンツを活用した課題を設定するよう継続して学校に指導する。

保護者の肯定的な回答は４ポイント増加しているが、教員の肯定的な回答は６ポイント減少している。家庭学習において、
学習者用デジタル教科書を使った課題は設定しているが、教員が課題の設定に難しさを感じていると考えられる。

学習のねらいに応じて個別に学習者用デジタル教科書を活用する実践事例を提供し、家庭学習では、効果的に活用でき
る場面において、学習者用デジタル教科書のコンテンツを活用した課題を設定するよう継続して学校に指導する。
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 図書館を使った調べる学習コンクール 全国コンクールの結果について 

所 管 部 課 名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 審査結果 （ ）は昨年度実績 

 

（１）入賞 

足立区受賞者数 全国受賞者総数 

１（０） ３３（３２） 

 

（２）入選 

 足立区受賞者数 全国受賞者数 

優良賞 ５  （５） １３５  （１３４） 

奨励賞 １５ （２０） ２６６  （２５８） 

佳 作 １５５（１４８） １，３１９（１，２５６） 

 

（３）作品一覧（優秀賞１作品、優良賞５作品、奨励賞１５作品） 

賞 作品名 学 校 

優秀賞 
(日本児童

教育振興

財団賞) 

発達障害について考える。 西新井中２年 

 

 

 

優良賞 

日焼けからエネルギー！？ 

～この夏、太陽を追いかけてみた～ 

西新井第一小４年 

わくわく左利きのなぞを解く 千寿桜小４年 

体温の世界へようこそ 舎人小５年 

ぼくのみみ 小耳症と片耳難聴につい

て調べる 

長門小５年 

反抗期×思春期×喧嘩 第九中２年 

 

 

 

 

 

奨励賞 

 

 

 

 

古生物学者になるために 東渕江小２年 

カマキリの「かま」ってどんなカマ？ 

～カマキリの食事について調べたよ～ 

西新井小２年 

日本人の食事の歴史 

（知れば知るほど大切さが分かる！日

本人にとってのお米） 

千寿本町小３年 

くも膜下出血について 中川小３年 

時間と時間を計る道具「時計」につい

て 

千寿桜小３年 

私のまちの災害対策 

～避難所ってどんなところ？～ 

宮城小４年 
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２ 今後の方針 

（１）入賞（優秀賞）及び入選（優良賞、奨励賞、佳作）の児童・生徒に

ついては、作品名、学校名等を足立区ホームページ上で紹介する。ま

た、特に優良な作品については、作品の内容を紹介する。 

※ 西新井中２年生の優秀賞受賞作品については、生徒名及び作品名 

のみを足立区ホームページ上に掲載し、内容については公表しない。 

（２）区小中研や区立図書館等との連携をさらに深め、よい作品を周知す

るとともに教員の指導力向上に努め、作品の質の向上を図る。 

（３）コンクール開催の通知を早めたことで、テーマ決めや調べ学習に時

間をかけて取り組む作品が多く見られた。次年度も同様に通知を早め、

授業における調べ学習への取組の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

奨励賞 

私たちの世界にはオノマトペがいっぱ

い！ 

千寿第八小４年 

のびろ體大調査 千寿第八小４年 

手あれの原因は何だろう？ 花畑第一小４年 

アマガエル先生に学ぶ「泳ぎ方」 西新井小４年 

昆虫は減少している！？ 千寿常東小５年 

みんなは知っている？感染症のこと 

～病原体・微生物・ワクチン～ 

弘道第一小５年 

古墳の大研究 東伊興小５年 

知ることは希望になる 海とウニと僕 新田小６年 

校歌って何だろう？ 

～綾瀬小学校の校歌を作詞した土岐善

磨さんの真っ直ぐな生き方～ 

綾瀬小６年 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 
令和５年度足立区立学校卒業式における「足立区長及び教育委員会 

告辞」の実施方針について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

令和５年度足立区立学校卒業式における「足立区長並びに教育委員会告

辞」（以下「告辞」という。）の実施方針について報告する。 

 

１ 令和５年度の実施方針 

告示の読み上げはせず、全校共通の告辞を「区長・教育委員会の

お祝いのメッセージ」として１枚作成する。このメッセージを小・

中学校の学事報告の中に挟み込む（または、児童・生徒に手渡し

する）ことをもって、告辞とし、区からの参列はしない。 

 

２ 令和４年度までの実施方法 

コロナ禍前 コロナ禍 

足立区役所の管理職が区立

小・中学校卒業式に来賓として

出席し、「告辞」を読み上げた。 

共通の文面を各学校に送付し、掲

示することをもって「告辞」とし

た。 

 

３ 教育委員からの意見 

令和５年度の実施方針に賛成である。しかし、学事報告の中に挟み込

むだけでは保護者は手にとるが、児童・生徒は読まないことが考えられ

るので、教員が児童・生徒に告辞の内容を知らせる場を設けてほしい。 

 

４ 校長会からの意見 

  挨拶、式次第を簡略化し、卒業生の出番を増やすことは学校としては 

歓迎したい。 

 

５ 告辞についての根拠資料 

  告辞を行わなければならないという法的根拠はない。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 足立区学校保健統計書（令和４年度実績）の概要について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

令和４年度健康診断等の集計結果の概要について、以下のとおり報告する。 

 

１ 統計書の主な内容 

（１）児童生徒の発育状態 

（２）貧血・小児生活習慣病予防健診結果 

（３）定期健康診断疾病異常調査結果 

（４）脊柱側わん症検診結果 

（５）就学時健康診断結果 

（６）児童生徒の感染症り患状況 

（７）学校管理下における災害発生状況 

 

２ 概要 

（１）児童生徒の発育状態 

肥満傾向（肥満度２０％以上）の割合は、過去５年間、微増で推移

している。また、すべての学年で肥満傾向の割合が全国・東京都を上

回っている。 
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（２）貧血・小児生活習慣病予防健診（中２） 

総合判定結果は、男子の４.６人に１人、女子の３.２人に１人が有

所見者である。なお、前年度と比較して男子は横ばい、女子は減少し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 有所見とは正常・管理不要以外の診断だったもの 

 

（３）むし歯 

むし歯のある児童生徒の割合は、小学生・中学生ともに減少傾向に

ある。また、すべての学年でむし歯のある割合が東京都平均を上回っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の予定 

（１）令和６年３月の文教委員会で報告し、区ホームページで公開する。 

（２）各学校及び関係部署と共有し、児童・生徒の健康教育に活用していく。 

 

 

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

足立区 28.57 35.27 42.77 45.69 36.64 30.21 26.19 28.60 28.82
東京都 22.46 30.25 36.22 39.23 35.10 26.68 24.20 24.78 27.68

男子

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

足立区 26.57 34.47 43.03 42.82 35.21 31.83 28.77 32.21 32.79
東京都 21.28 28.48 34.58 36.87 31.48 26.03 26.33 29.24 32.20

女子
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 物価高騰による学校給食費の増額について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

学校給食費（以下「給食費」という。）に関する近年の物価高騰分に

ついては、保護者負担額は変更せず、区が負担してきた。 

 令和５年度からの給食費無償化（区立小学校は令和５年１０月から）

により保護者負担がなくなったため、予算案の議決が得られた際には、

給食費単価を適正価格に増額し、学校給食の質の低下を防ぐ。 

 

１ 現状（令和５年度） 

   
学年 

給食費 

(1 食単価) 

物価高騰分 

(給食費に上乗せ) 

食材経費 

（合計） 

 

小学校 

1・2年 247円  

10.84円 

257.84円 

3・4年 265円 275.84円 

5・6年 281円 291.84円 

中学校 1～3年 334円 12.57円 346.57円 

夜間学級 348円 12.63円 360.63円 

 

２ 令和６年度以降 

 
学年 

令和６年度の給食費 

（R6物価高騰による増額分）※ 

 

 

小学校 

1・2年 
271.94 円 

（14.10円の増額） 

3・4年 
289.94 円 

（14.10円の増額） 

5・6年 
305.94 円 

（14.10円の増額） 

 

中学校 

1～3年 
362.69 円 

（16.12円の増額） 

夜間学級 
376.8円 

（16.17円の増額） 

※ 食材業者の価格表（令和５年度中）を参考にしながら、令和６

年度の牛乳やパン・麺の高騰見込み分も含めて積算。 
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教 育 委 員 会 報 告 
令和６年２月９日 

件 名 令和６年度ジュニアリーダー研修会の宿泊キャンプ参加費用について 

所管部課名 子ども家庭部青少年課 

内 容 

令和６年度のジュニアリーダー研修会（※１）修了者等が参加する宿

泊キャンプの参加費について、当初予算（案）の議決が得られた際には、

以下のとおり自己負担額を減額し、その差額分を公費負担額として増額

することで手当てする。あわせて就学援助の方は参加費無料として実施

する。 

※１ ジュニアリーダー研修会 

基本的に子ども会を中心に地域活動を行う中高生（ジュニアリーダー）を

育てるための小学生向け研修会 

 

１ 自己負担額を減額する目的 

金銭的な理由で子どもたちの体験活動の機会を失うことが無いよ

う、自己負担額を減額し多くの参加資格者が参加申込みをしやすくす

ることを目的とする。 

 

２ 宿泊キャンプ（２泊３日） 

（円） 

 主な経費 令和５年度 令和６年度 

① 食材費（食事代） 5,000 5,000 

② Tシャツ、教材費等 5,000 5,000 

③ 貸切バス代 
5,000 

6,000 
（内 2,000 公費負担） 

④ 宿泊費（※２） 0 1,200 

⑤ 人件費・物品運搬 20,000 19,000 

 合 計 35,000 36,200 
     ↓    ↓ 

 自己負担額 ①+②+③ 13,000 ② 5,000 

（就学援助の方は無料） 

 公費負担額（委託） 22,000 31,200 

※２ 宿泊費 

令和６年度から宿泊費（国立中央青少年交流の家）が無料か

ら有料（1人当たり高校生以下 600円・大人 2,500円／1泊）と

なった。なお、足立区立鋸南自然の家については、宿泊費はか

からない。 
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３ 日程・場所・対象（予定） 

 日程 場所 対象 

① 
8月 10日（土） 

～12日（月・休） 

国立中央青少年交流の家 

（静岡県御殿場市） 

小学６年生及び 

中学生 

② 
11月 2日（土） 

～4日（月・休） 

足立区立鋸南自然の家 

（千葉県鋸南町） 

小学５年生 

 

４ 今後の方針 

事業の実施にあたっては、委託先である足立区少年団体連合協議会 

と詳細を協議していく。 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和６年２月９日 

件 名 令和５年度明海大学連携事業の実施結果について 

所管部課名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

令和５年度の明海大学連携事業について、実施結果を報告する。 

 

 

事業名 実施状況 

明海大学あけみ英語村 2023  

－小学生異文化交流プロ

ジェクト－ 

① 島根小(10/24) 4年生 81人 

留学生 17人、日本人学生 43人 

② 花畑第一小(11/6) 6年生 56人 

留学生 17人、日本人学生 43人 

留学生との交流事業 

① 扇中（6/23） 

1・2年生 142人、留学生 11人 

② 第十四中（7/7） 

3年生 246人、留学生 12人 

③ 千寿桜堤中（11/22） 

2年生 169人、留学生 7人 

④ 谷中中（12/13） 

2年生 148人、留学生 9人 

⑤ 第十中（1/30） 

2年生 160人、留学生 11人 

英語教育アドバイザーの

指導育成 

① 授業観察 11回（5～12月） 

② 全体研修 1回（12/19） 

区民対象『海外で役立つ

「初級英会話講座」』 

5日制 

① 第 1クール 
5/21・6/11・6/25・7/16・7/30 

② 第 2クール 

10/1・10/8・10/15・10/29・11/5 

Katsuura camp 

（小・中若手教員の宿泊研修）  

① 夏季（8月）、冬季（1月）で 

宿泊研修を実施 

小・中学校ともに２日 

② 小・中若手教員の通年での授業

研究を、明海大学教授が授業観

察し指導・講評 

小学校１回、中学校４回 
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業名 実施状況 

スピーチ・プレゼンテーシ

ョンコンテスト 

（英語マスター講座修了生が対象） 

① コンテスト（11/3明海大学） 

9人参加 

② 明海大学学生によるデモンスト

レーションスピーチ 

③ 外国人講師の英会話特別講座 

④ 明海祭（大学学園祭）見学 

教員向け外国人等児童の 

日本語指導研修会 

令和 5～6年度に全 4回で計画の 

1年度目（各年度 2回ずつ） 

① 第 1回（6/2）8人参加 

② 第 2回（11/24）10人参加 

【協力事業】 

令和５年度教員養成機関等

と の 連 携 に よ る

専門人材育成・確保事業 

（文部科学省からの単年度受託事業） 

① 検討委員会 2回実施 

② オンライン講座 15 回(5～10

月)区内教員延べ 524人受講 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和６年２月９日 

件 名 英語マスター講座の定員の変更について 

所管部課名 教育指導部学力定着推進課 

内 容 

区立中学生を対象とした英語マスター講座について、令和６年度は定員

を変更して実施する。 

 

１ 定員の変更 

変更前：９０名（令和５年度まで） 

変更後：１２０名（令和６年度から） 

 

２ 変更理由 

従来のチラシ配布に加え、各校における英語の授業での案内等を促

した結果、令和５年度の受講希望者が倍増した（定員９０名のところ、

２４１名の応募があった）ため。 

 

３ 実施内容 

① ネイティブ講師と日本人講師による対面でのレッスン講座 

② 海外の講師によるオンライン英会話レッスン 

 

４ 委託事業者 

株式会社ボーダーリンク 

 

５ 概要 

（１）実施期間等（予定） 

令和６年７月から令和７年３月まで 

週１回、全３０回、午後６時２０分から午後８時３０分まで 

（２）実施場所 

梅島小学校 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和６年２月９日 

件 名 保健関係書類のオンライン化について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

保健関係書類のオンライン化について、以下のとおり報告する。 

 

１ 目的 

年度当初に保護者が学校へ提出する書類の一部をオンライン化し、保護

者及び学校の負担軽減につなげる。 

 

２ オンライン化予定の調査票 

  結核検診問診票、運動器問診票 

 

３ 回答方法 

  保護者は、C4th Home＆Schoolでオンライン入力し、回答する。 

 

４ 令和６年度パイロット校 

  まずは、地域や学校規模から選定した１０校で試行実施を行う。 

（１）小学校 

   千寿第八小学校、扇小学校、鹿浜第一小学校、栗原小学校、 

北三谷小学校、中島根小学校、六木小学校 

（２）中学校 

   第四中学校、第十二中学校、伊興中学校 

 

５ スケジュール（予定） 

  令和６年２月～３月  事務説明会（パイロット校対象） 

  令和６年４月     オンライン調査実施（パイロット校のみ） 

  令和７年４月     オンライン調査実施（全校） 

 

６ 今後の方針 

（１）保健調査票については、項目が多くシステムの関係上、新年度から 

  の試行が困難なため、準備が整い次第、実施していく。 

（２）パイロット校での実施結果及び課題を検討した上で、令和７年度の 

  全校実施を目指していく。 

 



 

 

102 
 

教 育 委 員 会 情 報 連 絡 
令和６年２月９日 

件 名 令和５年度「あだち子ども将棋大会」の実施結果について 

所管部課名 子ども家庭部青少年課 

内 容 

令和５年度「あだち子ども将棋大会」を開催したので、結果を報告する。 

 

１ 日程 

令和６年１月２７日（土） 

午後１時３０分～午後５時２０分 

 

２ 会場 

千寿本町小学校体育館 

 

３ 主催・協力 

（１）主催 

足立区教育委員会 

（２）協力 

公益社団法人日本将棋連盟 

 

４ 対象 

区内在住・在学の小学生 

 

５ 当日参加者数 

５９チーム（１７０人） 

【内訳】 

① 学校代表チーム 

４５チーム（１３０人） 

② 地域チーム 

１４チーム（４０人） 
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教育委員会情報連絡         青少年課 

 

事業実施報告（１月） 
 

行事名 実施日 会場 参加者数 

中高生の居場所づくり 
7日（日）14（日） 

21日（日）28（日） 
新田地域学習センター他 15人 

科学体験講座 
21日（日）27（土） 

28日（日） 
ギャラクシティ 22人 

家庭教育支援講座 20日（土） ギャラクシティ 9人 

ジュニアリーダー 

スーパー研修会 
14日（日） 梅田地域学習センター 46人 

あだち日曜教室 14日（日） 梅田地域学習センター 24人 

令和５年度 

「あだち子ども将棋大会」 
27日（土） 千寿本町小学校 170人 

 
 

 

 

事業実施予定（２月） 

行事名 実施日 会場 参加予定数 

中高生の居場所づくり 
4日（日）11（日） 

18日（日）25（日） 
新田地域学習センター他 30人 

科学体験講座 
11日（日）18（日） 

24日（土） 
ギャラクシティ 40人 

家庭教育支援講座 17日（土） 勤労福祉会館 20人 

ジュニアリーダー 

スーパー研修会 
4日（日） ギャラクシティ 59人 

あだち日曜教室 11日（日） 梅田地域学習センター 31人 

０からＥＮＧＬＩＳＨ 12日（月・祝） 
文教大学東京あだちキャン

パス 
50人 

ときめき！未来教室 17日（土） 帝京科学大学 15人 
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教育委員会情報連絡 

公益財団法人足立区生涯学習振興公社 

事業実施報告（1 月） 

行事名 実施日 会場 参加者数 

あだち放課後子ども教室 安全管理講習会 1/11(木) 

1/16(火) 

1/24(水) 

竹の塚地域学習センター

興本地域学習センター 

西新井ギャラクシティ 

36 人 

14 人 

11 人 

あだち放課後子ども教室 体験プログラム 

「スポーツスタッキング」 

1/16(火) 

1/26(金) 

六木小学校 

舎人小学校 

9 人 

20 人 

あだち放課後子ども教室 運営委員会 1/19(金) 生涯学習センター 147 人 

おりがみサポーター交流会Ⅱ 1/24(水) 生涯学習センター 50 人 

足立ジュニア吹奏楽団 ブラスキッズ 

1/27(土)～3/24(日) 計 6 回 

1/27(土) 島根小学校 5 人 

あだち放課後子ども教室安全管理員研修会 

「子どもとの接し方」（11/30(木)実施） 動画配信中 

 

事業実施予定（2 月） 

行事名 実施日 会場 予定人数 

あだち放課後子ども教室 体験プログラム 

三菱総研 DCS(株)「ロボットプログラミング入門」 

2/5(月) 西保木間小学校 10 人 

あだち放課後子ども教室 安全管理講習会 2/9(金)、2/26(月) 生涯学習センター 各 40 人 

スポーツ指導員スキルアップ講習会 

子どもの運動あそび 

2/10(土) 総合スポーツセンター 30 人 

足立ジュニア吹奏楽団 ブラスキッズ 

1/27(土)～3/24(日) 計 6 回 

2/10(土)、2/24(土) 島根小学校 5 人 

子どもの未来応援アウトリーチコンサート 2/15(木) 東渕江小学校 115 人 

安全管理員研修 「子どもとの接し方」 2/16(金) 西新井ギャラクシティ 60 人 

スポーツ指導員スキルアップ講習会 

後期高齢者の運動指導 

2/23(金・祝) 生涯学習センター 30 人 

子どもの未来応援アウトリーチコンサート 2/27(火) 子育てサロン千住大橋 46 人 
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